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5 万分の l 地質図幅 ar
説明書;~， 山 (札幌一第 87 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員藤原哲夫

同 国府谷盛明

はしがき

この|オ幅説明書は， 昭和 41---42 年の両年にわたって実施した野外調査の結果をと

りまとめたものである。

野外調査の大半は，藤原が担当し，困府谷は，恵山火山地域の調査を分担した。

なお，恵山火山地域の調査にあたっては，北海道大学理学部の小林武彦氏の援助を

うけた。また，先史時代の遺跡については，日本考古学会々員松下亘氏から，資料の

提供をうけた。このほか，新第三紀ならびに第四紀の問題については，当所鉱床部の

三谷勝利氏から有益な助亘をいただいた。ここに，これらの方々に，厚く謝意を表す

る。

I 位置および交通

このほi幅地域は，亀田半島の東端に位置し，津軽海峡をへだ、てて下北半島と相対し

ている。

行政上は，渡島支庁の管車Ii内にあり， I足岸内町が大部分をしめ，このほか，椴法華

村・戸井村・函館市にもまたがっている。この地域には，恵山遺跡をはじめ，各所に

遺跡がしられ，古くから， I日土人が居住していたことがたしかめられている。和人の

渡来は，文治 5 年 (1189 年入 源頼朝に追われた藤原泰衡の残党が住みついたのが，

はじめであるといわれ，以後，渡来者の増加とともに，海辺にそって，村落が形成さ

れ，豊富な漁業資源の開発がはじめられた。大部分の住民は，現在も，なお，漁業(昆

布・いか・うに・わかめ)によって生活をいとなんでいる。

最近，椴法華村から南茅部町にぬける海岸道路が開通し，恵山火山をはじめとする
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長勝地(恵山道立白然公園)や，温泉に富むこの地域は，新しい観光地として，脚光

をあびつつある。

乙の地域の交通として，主要なものは，通称，下海岸道路といわれる一般道道函館・

戸井・尾札部線(函館~戸井~日の浜~椴法華~尾札部間)と，恵、III公園線 (8 の浜

~恵山間)で，いずれも，定期パスが運行されている。このほか，椴法華から元村ま

での一般道道があり，さらに，この先，水挺温泉まで，海岸にそって，自動車道路が

通じている。また，古武井川・尻岸内JII ・原木川・熊別川などの存河川ぞいには林道

が開さくされ，白動車の通行が可能である。

II 地形

この凶幅地域は，大部分，標高 100~600m ていどの山地によって構成され， 段丘

や，沖積平地は，古武井川・尻岸内川・矢尻JII ・原木)11 ・熊別川などの各河川下流の

流域や，海岸にそって，わずかにみられるだけである。この地形は，岩質や，地質構

造に支配され，おおむね，つぎのような地形区に区分するととができる。

(1) 先第三紀の地層によって構成される開析山地

(2) 新第三紀の地層や，火成岩類によって構成される山地

(3) 第四紀の新しい火山地帯

(4) 河川や，海浜にそって発達する沖積地および、段丘地帯

(1)は，この地域の中央部から西寄りに，局部的に分布している。開析がし、ちじるし

く進み， I免壮年期の地貌をていしている。

(2) は，この地域、の大部分を構成している。火成岩類の発達地域は，下刻が盛んに行

なわれ，急、流や， yi竜が多く，壮年期はじめの地貌をていしている。これにくらべて，

堆積岩の発達地域は，侵倒!がおくれ，起伏のゆるやかな幼年期の低夷な III 地となって

し、る。

(3) は，この地域の東端にある恵山火山地域である。恵山火山は，二重式の成層火山

に属し，費ノ河原とよばれる楕円形の火口原(長径 1 ， 300 m，短径 650m) を中央部

にもつ外輪山と，火口原南東端にそびえる熔岩円頂丘(標高 618.1 m) ，外輪山西側に

そびえる海向山(標高 570m) および御殿山(標高 425.1 m) などの寄生火山によっ

て構成されている。熔岩円頂丘の周辺には，大地獄・小地獄をはじめ，多くの爆裂火

日があり，現在も，なお，硫気・噴煙を出し，活動をつづけている。また，外輪山な
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らびに寄生火山には，細かく侵蝕された投射谷がよく発達している。

(4)は，古武井川・尻岸内川などをはじめとする各河川の流域や，海浜にそって分布

し，現河床氾濫原低地，それより 2，...，8m 高い旧河床氾濫原低地(低位河成段丘)，崖

錐地，砂丘，海岸平地，および平地より1O，...，20m 高い海成段丘などからなる。海成

段丘両は，侵蝕面であって，分布は，断続的である。

なおこの閃1隔地域の海岸地帯は，海蝕庄の発達がし、ちじるしい。とくに，サンタロ

ナカセ岬や，日浦岬付近・恵山火 rlJ周辺などにし、ちじるしく，奇宕による見事な景観

が定達している。

III 地質概説

このl司幅地域は，地質的に，東北地方や，北海道丙南部に発達するグリーン・タフ

地域に属し，おもに，新第三紀の火山性堆積物と火成宕類によって構成されている。

これら新第三系の基盤は，粘板岩・硬砂岩などを主体とする先第三紀の古期岩類であ

時代 層 序 記号 岩質および岩相 手、 の 1山U

iiiT床堆和物・海gミ堆積物 Ai 砂・磯・粘土

現

第 砂丘堆積物 Sd 砂 砂鉄鉱床

産主 f~堆積物 Td 砂・ 6繁・粘土・岩塊

車山火山前動世 Ew 安石英山安岩熔山岩岩質熔火砕結凝ィ都灰世積岩 物 硫黄鉱床
恵山火山噴出物

-Es 制鉄鉱床

四 一 /段正堆積物 T 砂・機・粘土・火山灰

ij
更

そガ輝ラ石ス質安含山石岩英・普火通山角輝磯石岩 し丸山火山噴出物 Mv
新

!

flふf (砂砂金7様\fr¥ \耗bt3下石E\\質\於凝地灰質出岩火物山紀 Ys v

世 爪IH\n
安山岩質火，j(活動

£1'鉄鉱床

同ZJl火盟竺岩層 Ag 岩質変 4!1l4l凝fi3f!T-火T軒t火tイ砂11111I岩角z延機(灰シn岩1し 爽トf疑れA似e ・) 凝fq1傑.I~ 安山'{，質火成 ili 劃l

新
中 銅 ·f日亜鉛硫化鉄・ 7〆チモ二一

第 古 泥岩、頁岩部層 Km (泥申質V砂ZfI 質，I 硬凝民質iI己代質頁 t7疑7 似ン計ル爽ト r作I·M! 火) 鉱床

新 p、で吋U層
{i英安 III宕塩基件:Ii!岩石

英f庁岩流紋岩玄武岩 tfl

Kt 髄凝灰岩・火山磯凝灰岩 約玄武 "1·'ldll 針

キ己
世

層 磯岩部層 機岩・砂岩 黒色頁岩

Ti *Ii板宥・夜長生、岩

先第三紀 戸 井 層
財; チャート凝・機灰岩岩 ・樹林計)

Li 質t疑似 ;l td 才， Ht iUll'!t 19{(1 ド

第 1 図地質系統図
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るが，これは，この凶幅地域の中央部から西寄りの地域に， 2 つの地塊にわかれて分

布している。また，この凶幅地域の東部には，那須火山帯に属する第四紀の火山噴出

物や，堆積物が分布している。これらの地質構成は，津軽海峡をへだてた対岸の下北

半島に，ひじようによく似ている。第 1 図は，乙れらの地質構成をまとめたものであ

る。

この地域の基盤を構成しているのは，時代未詳の戸井層である。乙の地層は，弱い

変成作用をうけ，千枚岩質となっているところもあり，岩相上，一見，古そうな顔つ

きをしている。それで，古生層としてとりあっかわれてきているが，時代的な裏付け

となる化石は，まだ，発見されていない。しかし，最近，津軽海峡をへだてた対岸の

下北半島尻屋付近で，従来，古生層といわれてきた地層の石灰岩中から，六射珊瑚，

巻貝などの化石が発見され，この地層が，中生代ジュラ紀~下部白望紀ではなし、かと

考えられるようになった。したがって，乙の延長部に位置するこの地域の戸井層の一

部には，このような中生層もふくまれている疑いが強くなった。

これら古期岩類の上には，新第三紀中新世の泥岩と硬質頁岩を主体とする古武井層

が，下北半島にみられるように，下位に，厚い縁色凝灰岩層(薬研層)をともなう乙

となく，直接，基底礁岩をともなって，不整合におおっている。乙の古武井層は，岩

質的には，下北半島の蒲野沢層や，北海道西南部の標準層序をなしている八雲層とま

ったく同じで， Makiyamachitanii(MAKIYAMA) のほか ， Cyclammina をふくんで

いる。そして，上部になると，軽石質凝灰岩のほか，シルト岩・凝灰質砂岩・泥質凝

灰岩などを多くまじえるようになる。この部分には ， Diatom がふくまれている。古

武井層の中に夷在される緑色凝灰岩は， NE ，.....， SW 系会構造線にそって活動した流紋岩

に付随してみられるもので，分布は，局所的である。岩質は，流紋岩質である。なお，

この古武井層の中には，塩基性から酸性にわたる各種の火成岩類が，岩床・餅盤状・

岩脈などの貫入相として，また，熔岩流をなす噴出相として，数多くみられる。乙れ

らの火成岩類は，ほとんどが， NE--SW 方向の構造線に支配されて，貫入あるいは噴

出し，これにともなう鉱化作用も，この方向に行なわれている。

絵紙山火山角礁岩層は，古武井層 D上位に，一部，指交 (Interfinger) しながら整

合にのっている地層で，安山岩質の火山砕屑物を主体とするもので，硫化鉄鉱の鉱染・

粘土化などの鉱化変質をうけている。これらの岩相と層序的位置からみると，この地

層は，下北半島の泊層，北海道西市部に発達する黒松内層に対比されそうである。
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第四系は，下位から，日の浜層・山背泊層・丸山火山噴出物・段丘堆積物・恵山火

山噴出物・崖錐堆積物・砂丘堆積物・河床堆積物および海浜堆積物などにわけられる。

日の浜層は，ほぽ，現在の河川ぞいに入りこんだ海進による産物で，多量の砂鉄を

ふくむ砂喋層からなる。全体に，いく分，傾動をうけ， 10。内外のゆるい波状構造を

しめしている。地層の時代は，はっきりしないが， 標高 20，........40m の段丘面(下末吉

面)に切られていることから，少なくとも， リス・ウルム間水期以前であり，ここで

は，いちおう，更新世中期以前と考えている。対岸の下北半島では，この地層に対応

する野辺地層が，ゆるい起伏をしめす丘陵地形をなして広く分布している。そして，と

のなかからは， しばしば ， Menyanthestrifoli αta LINNE を産し， また， 青森象 Pa-

laeoloxodon 仰madicus TOKUNAGAetTAKAI が発見されている。

山背泊層は，おもに，安山岩質の火山抽出物からなり，上部には，安山岩礁をふく

む軽石質疑灰岩が発達し，下部には，薄い砂鉄層をともなっている。この砂鉄層と火

山抽出物との問には，多量の木片がふくまれ，これが，この地層の特徴となっている。

日の浜層とは，岩十目的に異なっており，陸成の堆積物であるが，下部の砂鉄層の特徴

や，傾動のうけ方などからみると，側方変化による異相ではないかとも考えられる。

かりに，砂鉄層の部分が，日の浜層に対応するものとした場合， rlJ 背泊層の主体は，

相対的に，日の浜層の上位にくる。また，上部の軽石質凝灰岩は，分布からみると，

恵山火山活動 2先駆的な産物と考えられる。

丸山火山噴出物は，この地域の中央北部の尾根をなだらかにおおって分布している

も Dで，開析度および岩相からみると， Iii 背泊層と，はぼ，同時期の火山活動による

ものと考えられる。

海成の段丘堆積物は，海岸にそって，標高 20m 以下のところに，断続的に分布して

いる。この段丘堆積物の面は，侵蝕面で恵山火山のものと思われる降下軽石や，ロー

ムによって，広くおおわれている。

恵山火山噴出物は，熔岩や，各種の馳出物からなるもので，外輪山熔岩や，下部の

火砕流堆積物をのぞくと，大部分のものは，含石英・しそ輝石普通輝石安山岩~石英

安山岩質で、ある。いずれも，更新吐から現世にわたる活動の産物である。このほか，

現位の堆積物としては，恵山火山の周辺には，出錐堆積物が，古武井川および尻岸内

川の JII 日付近の海岸にそっては，砂丘堆積物が，また，現河川の流域や，海浜にそっ

ては狭い範囲に，河床堆積物や，海浜堆積物が分布している。
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IV 先第三紀層

この図幅地域の基盤岩類は，東北日本の下北半島に分布する古期岩類の延長部にあ

たっている。この図幅地域では，現在まで，層位学的な検討は，ほとんど進んでおら

ず，これといった化石も発見されていない。わずかに，植物破片と，放散虫がみとめ

られているにすぎない。したがって，正確な時代は不明である O 従来は，岩相から，

たんに，古生層とされてきたが，最近，ジュラ紀~下部白望紀と考えられる化石が，

対岸の下北半島尻屋付近で発見された。このため，乙の図 l隔地域の基盤岩類は，古生

層だけではなく，一部に，中生層もふくまれている疑いが強くなってきた。

IV.l 戸井層 (Ti ・ Li)

1964 長谷川潔・鈴木 守: 戸井層

1967 庄谷幸夫・高橋功二: 戸井層

模式地:尻岸内川中流および上流，熊別川上流，原木川支流左股沢の各流域。

分布:この図幅地域の中央部より西側の地域に， 2 ヵ所にわかれて分布している O

一つは，尻岸内川支流の唐 )11 沢から尻岸内川上流にかけての地域で，一つは，原木川支

流の左股沢から熊別川上流にかけての地域である。この地層は，隣接する五稜郭閃幅

地域で，広い発達をしめしている。

構造:乙の地層は，擾乱が激しく，摺曲のくりかえしと，断層にきられている部分

が多く，また，新第三紀に入ってからの火成岩類の貫入がいちじるしいため，層序は

もちろんのこと，構造を明らかにすることはきわめてむずかしし、。しかし，大まかな

傾向は，つぎのとおりである。

原木川支流の左股沢から熊別川上流にかけての地域では，一般に，走向が， N-S か

ら N700W で，ほとんど，水平か， E および NE ，あるいは， SW に， 20°.......30° の比

較的ゆるい傾斜をもっ層理面が発達している。しかし，東端の断層付近では，地層の

走向・傾斜が， N50ー E ・ 25° NW にかわり， N40ー.......75ーE ・ 15°.......40° NW の剥理面

の楚達がし、ちじるしくなっている。

また，唐川沢から北方，尻岸内川上流にかけての地域の北側は，まえにのベた地域

にくらべて，新第三紀に入ってからの火成岩類の貫入が活発で，構造の乱れが大きく，

より複雑な構造になっている。しかし，おおよその傾向としては，尻岸内川上流地域

では，志向が， N25ー.......80ーE から E-W ，さらに， N50ー.......70ーW とかわり， 20ー.......50ー
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S の傾斜をもっ層理面が発達し，中流地域では，定向が， N-S から N20°，.....，40° Wで，

20° ,.....,40° E あるいは SW の傾斜をもっ層理面が琵達している。剥理面は，尻岸内川中

流から，やや下流にかけて，よく発達するが，ここでは， N40° ,.....,80° E から E-W の

老向で， 30° ,.....,75° SW あるいは E の傾斜のものが多く，断層も，この方向のものが多

い。南側の唐川沢では，北側にくらべて，火成岩類の貫入が少ない。ここでは，西側

は，走 l句が， N50° ,.....,80° W で， 45° ,.....,50° ~W の傾斜をもっ層理面が完注し，東側は，

走向が， N40° ,.....,80° E で， 40° ,.....,60° SE の傾斜をもっ層理面が琵遣している。剥理面

は，一般に， N30° ,.....,80° W • 25° ,.....,50° SW の走向・傾斜をもつものが多い。 ょうす

るに，府川沢から北方，尻岸内川上流にかけての地域は，一般的な地層の走向は， N

W，.....，SE 系であるが，その後の構造運動で， N-S あるいは NE，.....，SW 方向に転位して

いる場合が多い。剥理面も，この方向のものが，圧倒的に多く，一般的になっている。

関係:新第三紀の古武井層に，不整合におおわれるが，一部は，断層で、接している。

岩質および岩相:おもに，黒色粘板岩と黒色~灰色の硬砂岩からなるが，尻岸内 Jl\

中流では，チャート・石灰岩・輝緑岩質凝灰岩などが爽在され，熊別川中流では，劫

岩質凝灰岩が爽在されている。また，笹小屋沢では，機岩の薄層が爽在されている。

黒色粘板岩は，千枚岩化しているところが多しなかには，J1岩質(絹雲母準片目)

にまでなっているものもある。また，炭質物の石墨化しているもの，雪白色をていす

る石英脈の不規則に発達しているものもある。石灰岩は，一般に，薄い挟みとしてみ

られるが，尻岸内川中流と喜四郎沢下流には，やや，まとまったものが分布している。

この石灰岩は，ふつう，黒色散密なものであるが，大部分のものは，劫岩穎や，石英

安山岩などの貫入によって，灰色~灰白色の結品質なものにかわっている。そして，

これら火成岩類との接触部付近，あるいは，火成岩類白体の中に，小規模なスカルン

需が， N60° ,.....,80° E 方向に形成されている。その規模は，ふつう， 1.--5m ていどの

l隔であるが，なかには，幅 50 ，.....， 70m ，延長 500m 以上に達するものもある。 スカル

ンJ広均 D組会せは，柘摺石ー透揮石を基本とするもので，このほか，珪!疋石・瑚簾

石・アメスイゴ・透角閃石・緑簾石・エヂリン輝石・葡萄石・ベスブ行・柱石・石英・

方解石などをともない，これらの数種の組合わせとしてあらわれている。このスカル

ン帯には， j磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱などが，員 L;染状に

みとめられることがあり，また，黄鉄鉱の塊状鉱休の形成されていることもある。

対比:右中口からみて，かつては，いわゆる古牛，層としてとりあっかわれてきた。し

-7-



かし，最近，下北半島の尻屋付近の石灰岩から化石が発見され，少なくとも，一部に

は，中生代ジュラ紀~下部白重紀の地層に対比されるものも，ふくまれているようで

ある。

V 新第三紀層

V.I 古武井層 (Km ・ Kt) 新称

1964 長谷川潔・鈴木 守: 汐泊川層

1967 庄谷幸夫・高橋功二: 汐泊川層

模式地:古武井および戸井付近。

分布:この図幅地域の西部と中央部一帯に，先第三紀の基盤岩類をとりまいて広く

分布している。

構造:古武井層は，堆積後の断層運動や，火成岩類の遊入によって，走向および傾

斜は，かなり乱れている。一般的傾向としては，戸井北方の基盤岩類のまわりでは，

南から北へ，走向・傾斜は， N800W·200SW から N 10ー........70ーW •10ー........20ーNE へ

と，かわっているが，ところによっては， N15ー........50ーE ・ 10°........30° SE あるいは NW

と，走向・傾斜が乱れている。尻岸内北西方の基盤岩類のまわりでは，北から南へ，

走向・傾斜は， N-S........N10ーWｷ15ー........50ーNE から， N40ー........60ーW •15ー........35ーSW へ

と，基盤をとりまくようにかわっているが，南方の唐川沢では， N15ー........40ーE ・ 10° ........

20ー SE あるいは NW に乱れる乙とがある。古武井川から東方の地域は，古武井川下

流では， N10ー........80ー E ・ 10° ........40ー SE, あるいは， N10ー........40ーW •10ー........30ーNE の走

向・傾斜をしめし， さらに， 東方の古武井部落付近では， N10ー........50ーW ・ 25° ........40ー

SW ，山背泊漁港付近では， N50ー W ・ 30° ........40ー NE となっている。乙の地層の中にみ

られる火成岩類 J) 遁入方向は， 内陸部では， NW........SE から N-S 方向をしめしてい

るが，戸井付近から，尻岸内~古武井にかけての海岸地域では， NE........SW 系の構造線

が大きく発達し，遊入方向は， ζ の方向に支配されるようになる。

岩質および岩相:古武井層は，おもに，泥岩および硬質頁岩の厚層からなるが，岩

相によって，喋岩部層・緑色凝灰岩部層・泥岩・頁岩部層の 3 つにわけることができ

る。喋岩部層は，古武井層の下部を構成するもので，唐川沢や，原木川支流左股沢・

熊別川などによくみられる。ここでは基盤岩類を，直接，不整合におおって発達し，

下位から，喋岩. t且粒砂岩・黒色頁岩の順に堆積している。喋岩は，径数 mm........ 数 em
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から，任 10，.....数lO em ていどまでの円礁からなり，その種類は，粘仮宕・便砂右・チ

ャートなど，基盤岩類の礁だけである。厚さは， 2，.....5m ていどの薄層である。この t

位に重なる組粒砂岩は，灰色をていし，この中に，厚さ 10，.....数lO em ていどの礁岩を

;央在し，組粒砂岩全体の厚さは，約 10m ていどである。さらに， 土位には， 黒色頁

岩をともなうこともあるが，一般には，泥岩・ T{岩部層がのっている。 黒色頁岩は，

珪質・堅硬なもので，原木川支流左股沢や，熊別JlI.尻岸内川中流の中小屋沢および

立石沢などに，局所的に分布している。泥岩・頁岩部層は，北海道岡市部で，いわゆ

る硬質頁岩層といわれている地層に相当するもので，岩質は，晴灰色~灰色，ときに，

灰白色をていし，きわめて，堅硬・轍密なものから，比較的，軟質・粗謡なものまで

ある O この中に，緑色凝灰宥や，軽石賀凝灰岩が爽在されている。軽石賀凝灰岩は，

上部に多く央在されるが，上部には，さらに，シルト岩・凝灰質砂岩・泥質凝灰岩な

どが多く爽在され，これらが互層している。また，火III角喋岩の薄層を央在すること

もある。緑色凝灰岩は，古武井川下流に，局部的にしか分布していないが，特徴的な

岩相なので，緑色凝灰岩部層としてとりあつかった。このものは，流紋岩質のもので，

クリノプチロルフツ石や，モルデンフツ訂がふくまれている。厚さは， 10,.....100 m て

いどである。また，尻岸内川中流の二股沢および右小平治沢には，古武井層の異相と

して，基底棟岩とは異なる礁岩が局部的に分布している。この喋岩は，おもに，粘板

岩の礁からなり，このほか，千枚岩・チャート・流紋官・扮岩類・玄武岩質岩類・時

化岩，ときに，花崩閃緑岩などの喋をふくんでいる。礁の大きさは，細確から任 1，.....

3m に達する巨礁まであり，不規則である。礁の形態は，ほとんどが，角礁であるが，

ときに，望角礁から望円傑もみられる。居者岩の謬結物は，細粒の黄鉄鉱を多くふくむ，

軟質な淡灰色の砂質シルトで，ところによって，固結不充分な砂となっている。また，

これらの穆結物をもたず，角喋だけが密集しているところもある。このような乱堆積

状態の喋岩中には，たまたま，細粒喋岩・灰色泥岩・白色凝灰岩などが介在されてい

る。この喋岩には，幼岩類や，玄武岩質岩類の道入がみられることもある。

関係:先第三紀の戸井層とは，一部，断層で接するが， I苦川沢や，左股沢では，ヰ;

底礁岩が発達し，不整合に，戸井層をおおっている。古武片:層の上部は，絵紙山火山

角喋岩!曹が，一部，指交しながら，整合に重なっている。

化石:泥岩および硬質頁岩中には ， Makiyamachitanii(MAKIYAMA) といわれる

海綿の骨針や ， Cyclammina が，白い斑点をなしてふくまれている。このほか，日の
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浜から椴法華にぬける道路の両側山地では，灰色の凝灰質泥岩中に，植物化石の破片

がふくまれている。また，上部の泥質凝灰岩には，珪藻が多くふくまれている。

層厚:約 300m 以上。

対比:示準化石の産出がなく，正確な時代は，わからないが，岩相からみると，北

海道西南部に分布する八雲層に対応している。また，隣接する五稜郭図幅や，尾札部

図幅の汐泊川層に対比される。しかし，古武井層下部の磯岩部層については，最近，

*訓縫層の一部に相当すると考えている人もあり，この点，今後の検討が必要である。

V.2 絵紙山火山角礁岩層 (Ag) 新称

1967 庄谷幸夫・高橋功二: 木直層

この図幅地域の東部に，局部的に分布している。下位の古武井層とは，一部，指交

する整合関係にあり，上部は， rLJ 背泊層によって，不整合におおわれる。

構造は，古武井付近では，一般に， N10ーE から N 1O °..--..20
0

W の走向で， 10ー..--..20ー

W の傾斜をしめしているが， 一部では， N40ーW •30ー NE の走向・傾斜になってい

る。また，絵紙山付近では， N40ーW •10ーSW の走向・傾斜をしめしている。

この火山角喋岩層は，おもに，石英をふくむ， しそ輝石普通輝石安山岩質の火山角

喋岩によって構成され，との中に，シルト岩・凝灰質泥岩・軽石質凝灰岩などの薄層

が爽在されている。この火山角喋岩の下部には，凝灰角礁岩や，砂鉄をふくむ淡褐色

の含礁凝灰質砂岩が発達している。 この地層の最下部の凝灰質砂岩は， 厚さ 5..--..8m

ていどのもので，あまり団結がすすんでいない。そして，乙の上部に， 0.7......3.0m の

厚さで，砂鉄が縞目に濃集している。乙の上位に重なる凝灰角礁岩は，厚さ 7m てい

どのもので，褐色~黄灰色~灰色をていしている。さらに，上位の火山角喋岩は， 50

m 以上の厚さをもち，おもに，斜長石斑品の目立つ，暗灰色のガラス質安山岩の陳か

らなる。礁の大きさは，一般に，数 em"--" 数 10em ていどのものであるが， ときに，

数 m におよぶ巨喋もふくまれている。一般に，灰色~淡緑灰色をていしているが，褐

色に汚染されていると乙ろも多い。古武井付近では，粘土化・硫化鉄鉱の鉱染などの

変質をうけているところがよくみられる。絵紙山付近では，火山角喋岩の下部に，屑

理をもっ，暗灰色砂岩と凝灰岩の畑正層がみられる。

*三谷勝利ほかの 5 万分の 1 大前公園図幅で，この部分に相当すると考えられる戸切

地川層から， Ostreasp. を産出している。
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VI 第四紀層

この地域に発達している第四紀層は，更新世中期以前の内湾性海進によってもたら

された日の浜層，および当時の火山性堆積物からなる山背泊層・丸山火山噴出物，更

新世後期の段丘Jt漬物，当時から以降現陛にわたる恵山火山噴出物，現世の崖錐堆積

物・砂丘堆積物. {口j床堆積物および海浜堆積物にわけられる。このほか，地質凶には

しめしていないが，段丘堆積物をおおって，恵山火山のものと考えられる降下軽石や

火山氏が，海岸ぞいに，平出由.をつくって分布している。また，これらの上に，褐色

ロームや，黒色腐植土が!よく分布しているが，この腐植土の中に，駒ヶ岳火山のもの

と考えられる細粒の降下軽石や，火山灰が薄く央在されている。

VI.1 日の浜層 (Hn) 新称

この地層は， it工古武井鉱山付近を模式地とし，古武井川および山岸内川の下流

に，標高 10，....，80 ill の丘陵地を形成して分布している。

構造は，一般に， N600

E から N 50° ,....,80° W の走向をしめし， 5ー.......10ーS の緩傾斜

をなしている。しかし，北方の大昭日の浜鉱山付近では，傾斜が反対となり， 5ー N に

第 2 図 北工古武井鉱山における日の浜層
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かわっているc

岩相は，やや， I且結した中粒~粗粒砂・礁の不規則互層であるが，主体は，含傑粗

粒砂層である。そして，全体が軽石~火山灰質である。上部は，挙大以下の礁をふく

む砂層で，縞目に砂鉄がし、ちじるしく濃集している。下部は，層埋のはっきりしない

砂層で，木片がふくまれていることもある。この部分にも，砂鉄がいちじるしく濃集

している。この地層の下部は，含礁粘土質物をへて，新第三紀中新世D古武井層，あ

るいは，安山岩類をおおっている。なお， ~t工古武井鉱山の北側から，大昭日の浜鉱

山にかけては，この地層 η上古I~，あるいは，下部の一部に，褐鉄鉱化による硬化がみ

られ，砂岩状になっているところがある。

層厚は，平均 6'"'-"7m，厚いところで， !O........20m に達する。

VI. 2 山背泊層 (Ys) 新称

山背泊漁港背後の崖から，日の浜~椴法華聞の道路にかけて，恵山火山噴出物の基

底をなして分布しているO 分布は，標高 20m から 200m の範囲にまでおよんでいる

が，これは，恵山火山の影響で，かなり隆起したためと考えられる。日の浜層との直

接の関係は，わからないが，かなり傾動している点から考察すると，ほぽ，同時期で，

少なくとも，更新世中期以前のものと考えられる。

岩相は，日の浜層とは異なり，火山性のものを主体とする堆積物である。おもに，

安山岩質の火山抽出物を主体とし，下部には，厚さ 2......... lOm ていどの斜交層理の発達

した火山灰質の細喋まじり組粒砂層があり，上部には，含陳軽石質凝灰岩がある。下

部の斜交層理の発達する砂層には，砂鉄が濃集している。火山拠出物は，淡黄褐色~

赤褐色をていし，径 5.........数 10em 大の灰色のガラス質安山岩(含石英・普通輝石しそ

輝石安山岩)とスコリアの礁を主としてふくむもので，厚さは， 2........20m ていどであ

る。この下部にある砂鉄層との間には，炭化のほとんどすすんでいない木片がひじよ

うに多くふくまれている。山背泊漁港背後の崖から出た木片は， Pieea, Abies, Larix

などである。また，この部分に，貧弱なビート質粘土のみられるととがある。火山拘

11::1物の上部にある含傑軽石質凝灰岩は，一般に，灰白色をていし，径!O em ていどの

喋をふくみ，部分的に砂質になり，この部分にも砂鉄をふくむことがある。擦は，暗

灰色~黒色のしそ輝石普通輝石安山岩，または，黒色の玄武岩質安山岩である。地層

の厚さは， 10,......15 m ていどである。この軽石質凝灰岩は，分布からみて，恵山火山の

先駆的活動による産物と考えている。
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VI.3 丸山火山噴出物 (Mv)

1967 庄谷孝夫・高橋功二: 丸山火山噴出物

この凶幅地域の北側にある標高 200m 以上の尾根に，平坦な流走面を形成して分布

している。その分布は，北に隣接する尾札部凶幅地域の丸山火山につながる。

乙の火山噴出物は，おもに，ガラス質の安山岩熔岩から構成されるが，一部には，

同質の安山岩礁の密集した火山角傑岩をともなっている。安山岩熔岩は，含石英・普

通輝石しそ輝石安山岩質のもので，肉眼的には，灰色~暗灰色の粗惑な岩石であるが，

風化によって，赤褐色をていしていることが多い。一般に，ガラス質で，流理構造を

しめすことがある。

顕徴鏡下では，斑品として，科長石・しそ輝石・普通輝石，ときに，石英がみられ

る。石基は，ガラス質であるが，斜長石・輝石・鉄鉱類などの徴品が散在し，ハイア

ロピリティック組織をなしている。

VI.4 段丘堆積物 (T)

この凶幅地域には，海岸にそって，断続的に，段丘面が発達している。もっとも，

広い分布をしめす段丘面は，末端部の標高が， 10---20m のもので，この面は，標高 40

m までつづいている。そのほか，これより，いく分，高い面や，より低い面もみられ

るが， ひじように発達がわるく， 規模が小さい。 もっともよく発達する標高 10.........40

m の段丘面は，侵蝕面で，北工古武井鉱山付近では，標高 20m のところまで，段丘

堆漬物の分布がみられる。この堆積物は，おもに， 径数 em--- 数lO em の機と砂によ

って構成され，一部に，火山灰や，粘土もともなっている。北工古武井鉱山付近では，

この中にも，若干の砂鉄(着磁率 7---8 ;>;)がふくまれ，下位の日の浜層の砂鉄ととも

に採掘されている。厚さは，全般的に，ひじように薄く，海棋 IJV 厚いところでも，約

3m しかない。この上には，降下軽石・褐灰色ローム・黒色腐植土などからなる現世

の堆積物が広くおおって分布している。このものの中には，縄文早期に相当する文化

遺跡がふくまれている。

VI.5 恵山火山噴出物

恵山火山は，この凶幅地域の東端に位置する二重式の成層火山で，おもに，火口原

をもっ外輪山(外輪山熔岩)と，その東側にそびえる標高 618.1 m の熔岩円頂丘(恵

山第 3 熔岩)とによって構成されている。

恵山火山活動は，山背泊層堆積時後半の先駆的な活動からはじまっているが，本格
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第 3 図恵山火山の火口原

的山体の生成は，外輪山熔岩の流出からはじまり，以後，西部火砕流堆積物の噴出，

火口原南部および東部の山体(恵山第 1 熔岩および第 2 熔岩)の形成・南部火砕流堆

積物の噴出・熔岩円頂丘(恵山第 3 熔岩)の形成とつづき，最後に，元村熔結凝灰岩

が噴出し，現在の恵山火山の山容をととのえた。この活動は，現在もなお硫気活動と

してつづいている。

VI.5.1 外輪山熔岩 (Es)

459m 峯・海向 IU .御殿山・ 355m 峯および原田温泉東方の山峯を構成しているも

のである。

地形的には，海向山・御殿山など，それぞれ，独立した山峯を形成しているが，岩

質は類似し，また，形成時期も，ほぼ，同じと考えられるので，外輪山熔岩としてま

とめた。外輪山熔岩は， 459m 峯・ 355m 峯・原田温泉東方の山峯と，ほぼ， 円形に

とりまき，直径約1. 3km の火口原を形成している。

岩質は，暗灰色~暗褐灰色をていする轍密なもので，普通輝石しそ輝石安山岩であ

る。一般に，大まかな板状節理を有する乙とが多い。海向山の東部では，いちじるし

く変質している部分があり，恵山から元村にぬける道路の北側の峯でも，いちじるし

く変質し，粘土化している部分があり，ここには，蒸気徴候がある。
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顕微鏡ドでは，斑品として，科長行シ普通帰行、しそ蹄1iがみとめられる。科長イi

は， 1'3形~半 1'3形の長柱状結tfil で，普通輝行および、しそ輝石は，それぞれ，半白形の

短柱状結品をなし，オパサイト化しているものが多いo {~.基は，ハイアロピリティッ

ク~ピロタキシティック組織をなしている。

VIｷ5ｷ2 西部火砕流堆積物 (EVI)

山17 泊漁港付近より Jt 阿部，すなわち，海 l白HII ・御殿山の阿部山麓ー叩刊こ!ム会く分布

している。このものは， Illtr 泊出を不整合におおっている。

右買はフ 多慌であるが，全体としては， i普通輝行しそ輝行支 III 店質))も J である。

i喋は，安山!古 i喰刀ほか，紘色凝灰 Er o nむなどの傑もみられる。この岩 +U は， j二部にー

軽イ{をともなっていることが多い。

VI.5ｷ3恵山第 1 熔岩 (Ell)

忠山門]真丘の Ftoi阿部に位置し， Iff);'に 1m し、た，U訓iiM:;)爆裂火 II を布する 111休を構成

している。

岩買は，合{i英・しそ輝行昔通路行安山岩で，数 mm におよぶイi英のm品をともな

う，陪灰色の粗粒な安山岩である。一般に，塊状であるが，ところにより，版状の節

理が発達する。円]頁丘の付近では，いちじるしく硫気作用をうけ変質している。

顕微鏡下では，石英斑品は，白形に近い丸味をおびた融蝕形で，周辺に，クリスト

パル石をともなうものが多い。 科長石・汗通帽石・しそ陣白.は，いずれも，半白形を

ていし，変質がし、ちじるしい。

VI.5.4恵山第 2 熔岩 (EIz)

恵山円頂丘の南部から東部にかけて分布している。航空写真で観察すると，水無tll~

泉の南部の稜線は，熔岩流の地形を，よく残している。この地形的特徴は，恵 ~I j 円頂

丘に迂ずくにつれて，不鮮明となり，ほかの地形と区別がむずかしくなる。

岩質は，合石英・しそ輝石普通蹄石安山有で，恵山円頂丘などのものにくらべて，

石英斑品は，小型である。

VI.5ｷ5南部火砕流堆積物 (EV2)

恵山から削l崎にかけて分布している。制JJh~付近では，絵紙III 火山角慨宕!百を不整合

におおい，山背泊漁港付近では，南部火砕流Jtt.積物を不整台におおっている。恵山部

落の東方，七ツ岩付近では， もっとも厚く発達し，層厚 50m をこえている。

岩質は，石英安山岩の巨大な角礁を主体とする岩屑からなるミ流れ山、型の火砕流
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堆積物である。七ツ岩付近では，火砕流の流下にともない，下部の絵紙山火山角喋岩

層D一部を削剥し，岩塊として，とりこんでいる。これら岩塊の一部は，周辺が鮮か

な赤色をていする場合があり，流下時には，高温であったことが推定される。流れ山

の特徴となる地形は，元村熔結凝灰岩におおわれているため，あまり残っていないが，

七ツ岩の北方の恵山台地では，小丘が 2--3 みられる。台地から東方では，層厚は，数

m 前後となり，恵山第 2 熔岩を不整合におおい，山腹にひっかかるように分布してい

る。このため，地質凶幅では，表現上，あたかも，第 2 熔岩の下部のようになってい

る。なお，南部火砕流堆積物および元村熔結凝灰岩の分布しているところは，現地で

は，いく分，平坦な面を形成している。志質;pよび分布からみると，恵山第 1 蛤'岩に

よって構成されている山体の爆裂火口の形成に関連する火砕流と考えられる。

VI.5.6恵山第 3 熔岩 (Els)

恵山円頂丘を構成する熔岩で，西方に口を開いた馬蹄形の爆裂火口をもっている。

岩質は，恵山第 1 熔岩および第 2 熔岩と，ほぼ，同じである。暗灰色の組粒な含石

英・しそ輝石普通輝石安山岩で，径数 mm の両錐石英をともなっている。部分的に，

流理構造がよく発達し，流理構造に平行した板状節理も発達している。流理構造は，

複雑にうねり，傾向をはっきりつかむことができなかったが，山頂部から南部にかけ

ては，比較的，現地形にそった流理構造が発達している。爆裂火口付近，および東方

の水無温泉の沢頭付近では，硫気活動が，さかんに行なわれており，周辺は，いちじ

るしく変質し，石英をのぞき，大部分は，硫黄に置換され，また，粘土化している。

顕微鏡下では，石英は，自形~他形で，融蝕形のものが多くみられる。そして，そ

の周辺には，クリストパル石が発達している。斜長石・しそ輝石・普通輝石は，いず

れも，半白形で，変質がいちじるしい。

VI.5ｷ7元村熔結凝灰岩 (Ew)

火口原を中心とし，元村および恵山部落付近に発達している。また，北部の矢尻川

付近にも，分布がみられる。

火口原に分布するものは， 2 枚にわけられるが，いずれも，暗灰色をていする石英

安山岩質のもので，熔結度はあまり高くはないが，熔結凝灰岩特有の柱状節理が発達

している。

東部の元村付近に分布しているものは， 3 枚にわけられ，下部は，安山岩角礁が多

く，ところにより，ほとんど安山岩角礁で，むしろ火砕流に近いものがある。中部~
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上部は，火口原のものと同様に，暗灰色をていし，弱し、熔結である。元村では，この

熔結凝灰岩による堆積面が平坦面を形成している O

恵山部落付近では，上部のものが発達しているが，乙の地域では，熔結度は低く，

粗震であり，軽石を多くともなっている。

矢尻川付近でも，同様に，まったく，熔結作用はみられず，軽石が多い。

乙の熔結凝灰宕の分布からみると，おそらく，恵山本体の爆裂火口形成期に，火口

原を埋め，スカイ沢にそって流下し，恵山台地を構成したもの，東部に流下し，元村

台地を構成したもの，および金堀沢にそって流下し，矢尻川付近にまでおよんだもの

と考えられる。したがって，火口原付近のもの，金堀沢上流部にわずかに残っている

ものなどは，比較的，強く熔結し，末端部では，熔結度が低くなっている。

なお，恵山の台地は，中川久夫によれば，山背泊層によって構成されたものとして，

下末吉面に対比しているが，すでにのべたように，実際は，南部火砕流堆積物および

元村熔結凝灰岩で構成されている台地である。また，南部火砕流堆積物の下部および

上部には，喋層は，まったく，みとめられなし、。元村の台地も，同様に，熔結凝灰岩

で構成されている。元村付近では，現海水面以下にも，熔結凝灰岩が分布するので，

その時期は，少なくとも，現海水面以下に，海退のあった時期と考えられる。

VI.6 崖錐堆積物 (Td)

恵山火山周辺の山麓に，よく発達している。背後の山地から供給されたもので，お

もに，砂・喋・粘土・岩塊によって構成されている。

VI.7 砂丘堆積物 (Sd)

古武井川および尻岸内川のJII 口付近には，海岸線に平行して砂丘が発達している。

古武井川川口付近の砂丘は，延長 1 ， 000 m 以上におよび， その標高は， 4.76m に達

する。尻岸内川川口付近の砂丘は，延長 500m ていどで，その標高は， 11.63m に達

している。おもに，細粒の砂からなり，この中に，砂鉄の濃集がみられ，現在，採掘

が行なわれている。

VI.8 河床堆積物および海浜堆積物 (AI)

尻岸内川・古武井川・矢尻川・熊別川・原木川など，各河川の流域や，その川口付

近の海岸に分布している。おもに，砂・喋・粘土からなり，海岸の汀線付近には，打

上げ砂鉄もみられる。
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VII 先史時代の遺跡(恵山遺跡)

恵山遺跡は， )元岸内町大字恵山にあって，恵 III 登山道路勺人I- J に向って，左側の台

地に位置している。 付近は， 20m litr 後 J) 標高で，海側に，ゆるく傾斜している。

この遺跡は，能登川隆および玉谷勝が発見したもので，昭和 15 年 11 月に，名取武

光が，この人らの協力をえて，噴墓 18 基を発掘した。その後，昭和 35 年 11 月には，

市立函館博物館が，貝塚と噴墓 4 基を発掘している。また，昭和 41 年 4 月には， I峰山

巌が C14 測定の試料を採取するため，貝塚。一部を兎掘している。

VII.l 遺跡の種類

恵山遺跡は，貝塚と噴墓および住居 I止からなる。

貝塚つ詳細については，まだノ報告されていない 2で明らかでないが p 峰山巌7)発

制区で観察された事項についてのべると，つぎのとおりである。峰山は， A, B の I材

地点において，長さ 2m， III国1. 5m，深さが)0.7 m のトレンチを， 1m 間隔で設定し

ている。この断面(第 4 凶)によると，地表から約 25cm が耕土で，そ D下が，厚さ

40cm 前後の混土貝層(遺物包含層)で，部分的に，貝が水平的に密集している。こ

の下層は，粘土質の暗褐色土層

;機鈎断州
で，白然、層である。貝の種類は，

タマキビ，イガイで，このほかの

ものは，粉状となり，種は決定さ

れていない。このほか，

とめられている。

ウニもみ

l~銘~勿~ 噴墓は，現在までに，能登川隆

が 1 基，名取武光が 18 基，市立函

館博物館が 4 基， 計 23 基が確認

-18-

されている。能登川および名取の

定掘したl噴墓と，市立函館博物館

が発掘した噴墓とは，地点が別の

ょうで，前者は，貝塚からはなれ

ており，後者は，貝塚に近いとこ

ろらしい。前者の 19 基の噴墓は，



第 1 表恵山墳墓の構造

1 170 120 130 楕円 1 ソμ 」十 -I- L em

832 95 同P:J 2 -I-

3 100 98 90 円 -I- -I-

4 82 80 50 2

5 70 65 60 円 3 L

6 80 75 85 円 2

7 140 135 140 円 5 し 」一

8 唱1・ ハυ内リ 98 120 円 ト! 魚形

11819 120 130 円 5

10 120 115 65 円 3 -I- -I-

110 円11 120 117 2 _1- 斗ー

12 120 116 115 円 」

13 130; 80 70 ，楕円 ド

14 118 110 70 円

12015

111722d00l

110i 異形 2 3' 十|十! ト |十 |石組

16
咽1可AUiDFAり 701 異形 2，十 十 石組

17 90 楕円 4 -I-

18 I 120 115 110 円 l' 4 + + -¥-

19 i
105 100 118 円 4 3 十 一L 魚形

(参考文献 29 より転載)

第 1 去 2コとおりであり，後者の話網は， 明らかでないが，水干プランは， 80emx60

em の円形に近い形で，深さは， 60---70em といわれている。なお，後者の 1 基から

は，ほぼ，完全な人骨が， 1 体発見されている。噴草の副葬品には，完形土器・石器­

'r'l' 器・装飾品などが，多数発見されている。

it 屈tIl: については，いまのところ，隅作がなく，明らかでない。

VII.2 遺跡の時期

恵~I J遺跡は，続縄文文化の，ほぽ，前半に位置する恵山文化の標識遺跡で，全国的

に著名である。続縄文文化とは， IIJ 内清男によって提唱されたもので，縄文文化の伝

統を濃厚に継承はしているが，金属器の出現という点で，縄文文化とは，一線を劃す

べきであり，弘牛文化とは，稲作が行なわれていなかった点で，やはり，区別すべき
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ものだとして，設定されたものである。いまの 第 2 表恵山遺跡の C14 測定年代

ところ，巨視的には，この文化の前半が恵山文 IA地点・…・・ 1 ， 880士 80B.P.
化，後半は後北文化とされているが，乙の関係 ! (試料貝層下部の貝〕

や，細分の問題については明らかでない点が多 IB地点……2 ， 040士 100B.P.

い。(試料貝層上部の貝〕

絶対年代については，名取武光の指示によっ (学習院大学木越研究室測定)

て，峰山巌が採取した貝について，学習院大学 (資料提供:名取武光，峰山巌)

木越研究室が第 2 表にしめすとおり， C14 を測定している。

VII.3 出士遺物

a) 土器

この遺跡の土器は，名取武光によって，恵山式土器と呼称されている。土器の器形

は，かめ形・鉢形(深鉢，浅鉢，台付)，つぼ形・特殊な形(双口，把手付茶碗)など

がある。器体の厚さは， 0.6cm 前後で，焼成はよく，硬い感じのものもみられる。文

様は，地文として，縄文(縦位のものが多く，帯縄文をていするものもある)が施文

され，乙れに沈線文(平行直線，工字状，三角，連孤，連続山形， 流水状など)・刻

丈・列点文・縄線文などが付加される。なお，特殊なものとして，土器口縁部の突起

(双口土器の口縁に，ブリジイ状に 2 匹)

の熊の上半身がデザインされている。

第 5 図熊がデザインされた土器
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(口縁部付近の大破片で，熊をか)

たどった把手がついている。/

第 6 図熊がデザインされた土器

や，把手に熊の全形，または，頭部をデザインしたものがみられ(第 5--6 図)，市立

函館博物館が発掘したときには，このような土器が噴墓の副葬品として出土してい

る。おそらく，このような土器は，ふつうに使われたものではなく，特殊な用途にだ

け使用されたものと考えられる。

b) 石器

石器には，石簸・石槍・石匙・石ナイフ・石斧・魚形石器などがある。魚形石器

は，字のとおり，魚、の形をしているもので，恵山文化の標準石器として重要である。

形状によって，数種に分類されるが，その用途は，確実にはわかっていない。予想さ

れる用途の一つは，漁りょうの時のオトリをかねた錘や，組合せ釣針の一種としてで

ある。行ナイフは，柄のある特殊な形で，このようなタイプのナイフは，北海道の周

辺では，カムチヤヅカ半島，アリューシャン列島などの比較的新しい時期に多く出て

いる。行斧には，すり切り行斧(原石を表裏面からすって溝をつくり，これにそって

折りとり，ほぽ，石斧の形の原石を 2 点以上入手するO したがって，石斧の側縁には，

溝の痕跡が残っている場合が多い)が多い乙とが注目される。名取武光が発掘した時

に，噴墓の副葬品として出土した石器の一部は，第 7 悶のとおりである。
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(上段右より 2 ，~~i石ナイフ，つ初 2点「
槍，左端はすり切り石斧，中段右端は石匙， )

3 点は石斧，下段は魚形石器。/

第 7図石器の一例

、
、
B
l
，
F
〆

で
。
片
る
例

破
い
の
て
一

部
れ
批
さ
の

把
ン
の
イ
器

器
ザ
骨
デ
骨

状
が
ン
獣
図

一
海

8

プ
や
第

ス
熊

/
f
t
』
、
、
、

- 22-



c) 骨角器

恵山遺跡からは，話・ヤス・釣針・縫針・スプーン状・特殊な形状のものなど，数

多くの骨角器が出土している。特に注目されるのは，スプーン状骨器の把部に，熊や，

海獣をデザインしたものが出土していることで(第 8 凶)， 市立函館博物館の発掘で

は，このような熊のデザインのあるスプーン状骨器が噴基のmil葬品として H1士してい

る。

d) 金属器

確実な金属器は，まだ琵見されていなし、。しかし，まえにのベた廿角器の作出痕跡

をみると，なかには，とうてい石器で-は力ILLで、きないものがあり，金属器(この場合

は鉄器)があったことは確実であろう。しかし，石器の質および量からみて，金属器

は，きわめて少なく，貴重品て、あったと思われる。

VIII 火成岩類

との|斗III両地域の火成岩類には，先第三紀の基盤右額を詰脈状につらぬく出:¥;性扮有

および石英扮岩，新第三紀の古武井層中に，右床状~餅盤状の有休，あるいは右脈と

して貫入している玄武岩質右類(玄武岩・粗粒玄武岩)および石英安山岩，また，玄

武岩質岩類の噴出相として，熔岩流をなす黒色の安山手干傾，緑色の火山砕屑物をとも

なって噴出した流紋岩などがある。

VIII.l 玄武岩質岩類 (Ba)

玄武岩質宥類として，とりあつかったものは，古武井層の泥岩および硬質頁岩の中

に，右床状あるいは岩脈状に貫入している塩基性岩類の総称で，貫入状態・規模によ

って，岩質に変化がみられる。ここでは，組織から，それぞれ，玄武右・組粒立武右

にわけた。

これらの岩類は，おもに，この地域の西部に，基盤岩類をとりまくように分布して

いるが，女那 )1\ から日の浜にかけての海岸にも分布している。一般に，西部のものは，

玄武右~組粒玄武宕質のもので，女那 JII から日の浜にかけてのものは，粗粒玄武岩質

のものはみられず，大部分が玄武岩質で，むしろ，安山岩に近い岩相になっている。

そして，付近に，噴出相としての安山岩類をともなってし、る。これらの岩買は，一般

に，方解石化と緑泥石化を主体とするプロピライト化作用をうけていることが多く，

この傾向は，粗粒な岩質のものほどいちじるしくなっている。したがって，粗粒玄武

- 23-



第 9 図 女那川~日の浜聞の玄武岩岩床

岩では，緑色が強く，玄武岩では，黒味がかった岩石となっている。乙れらの岩石を

通じて，特徴的なことは， Si02 に過飽和なことで，石基に多少の差はあれ，石英が生

成していることである。石英の量は，粗粒玄武岩では多く，玄武岩では少なく，安山

岩質になると，ほとんどなくなっている。

戸井付近の組粒玄武岩は，一般に，緑色をていする岩石で，顕微鏡下では，柱状の

斜長石と，その聞をうめる輝石が，オフイティック組織をなしている。斜長石は方解

石化，鉄苦土鉱物は緑泥石化しているものが多く，これらの聞に，石英もよくみられ，

ときに，チタン石や，緑簾石もともなわれている。石英は，粗粒な岩質のものほど多

くなっている。そして，このものには，慢白質の部分をともなっていることがある。

戸井付近の玄武岩は，暗灰色~黒色，一部，緑色をていする岩石で，顕微鏡下では，

インターサータル組織をなしている。すなわち，科長石の間を，褐色に汚染されたり，

縁泥石化された輝石がうめ，空隙に，石英の品出がみられる。

唐川沢上流の玄武岩は，緑色紙密なものが多く，顕微鏡下では，インターサータル

組織をなしているO このものには，緑泥石化と，方解石化がよくみられ，空隙には，

石英が生成している。

女那川付近の玄武岩は，黒色~緑黒色，一部，緑色をていする岩石である。顕微鏡

下では，斑品として，斜長石・普通輝石のほか，ときに，しそ輝石がみられ，石基は，
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おもに，緑泥石化した輝石と斜長石からなり，その問をうめるように，干 i英が末期

の産物として品出している。プロピライト化のすすんだものもみられ，このものに

は，方解石・緑泥石などの変質鉱物ができている。

VIII.2 安山岩類 CAn)

この岩類は，女那川および戸井付近の山地に，局所的に分布している。これは，ま

えにのベた玄武岩質岩類の噴出桐で，熔岩流を主体としており，一部で，集t~質にな

っている。

岩質は， しそ輝石普通輝石安山岩質のもので，一般に，黒色~陪灰色の鰍密な岩行

で，なかには，斑品の目立つものもある。

顕徴鏡下では，斑品として，科長石および普通輝石，ときに， しそ輝石がみられ，

輝石類は，緑泥石化したり，あるいは，褐色に汚染されていることが多い。石法は，

ハイアロピリティック組織をなし，科長石・輝行・磁鉄鉱などの微品が散在している。

なかには，ひじようにガラスの多いものもある。

VIII. 3 流紋岩 CRy)

戸井:-原木聞のトンネル付近および尻岸内川下流に， NE~SW 系の構造線にそって

分布している。この流紋岩は，熔岩流を主体とする噴出相で，一般に，流紋計~パー

ライト質の火山砕屑、物をともなっている。

戸井トンネル付近のものは，流紋岩~パーライト質の火山角喋岩をともなってい

る。このものは，灰色~灰白色の流理構造をもっ岩石で，一部に，磁化鉄鉱の鉱染が

みられる。また，褐色に汚染されているものもある。

顕徴鏡下では，科長石の斑品を主体とし，少量の黒雲i手・石英， ときに，角閃石が

ふくまれている。石基は，流理構造が発達し，細粒のイゴ英・科長石・ガラス，および

少量の黒雲母からなる。パーライト質の部分は，胡品として，市街緑色~緑色の角r ~~i

石・黒雲母・斜長石・石英などからなり，石基は，ほとんどが，ガラスで構成され，

真珠構造をなしている。また，科長石を少しくまじえ，球官1状構造をなしているもの

もある。

尻岸内川下流のものは，その周辺に，灰白色~淡緑色の凝灰角瞭右をともない，北

東部延長では，緑色の火 III傑凝灰宕~凝灰岩に漸移している。この緑色凝!反行 Itl に

は，モルデンブツ石が多くふくまれ，クリノフcチロルフヅ石が少量ともなわれている。

流紋岩の岩体から，はなれるにしたがい，クリノプチロルフ、ソ石の量がまし， しまい
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x50 十ニコル

第 10 図流紋岩(尻岸内下流)

には，クリノプチロルフヅ石のみとなる。この流紋宥は，灰色~灰白色，ときに， nff

灰色・緑灰色・紫褐色をていし，流理構造が発達している。肉眼的に，石英および科

長石の斑品が目立つネパダイ卜質のものである。冷水沢で、は，大部分，赤褐色に汚染

され，変質をうけている。

顕徴鏡下では，斑品として，径 1.......，数 mm の石英・斜長石が多くふくまれ，そのほ

か，径 1mm の角閃石が少量ふくまれている。また，磁鉄鉱が，小斑品状にふくまれ

ている。石基は，停~ 0.16,.........0.5 mm ていどの石英微品を主体とし，これに，長行・鉄

苦土鉱物・磁鉄鉱・ガラスなどがともなわれている。

VIII.4 塩基性扮岩 (Po)

尻岸内川上流の基韓岩類をぬく岩脈として，多くみられる o yt 人方向は，一定して

いないが，一般に， NE .......， SW 方向のものが多い。

宕質は，一般に，緑色の紙密なもので，方解石化・緑泥イ i化などのブロピヲイト化

作用をうけているものが多い。

顕微錆下では，完品質で，インターサータル組織~オフィティック組織をなし，石
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x50 ートニコル

第 11 図塩基性扮岩(笹小屋沢)

民に石英が生成している点，ときに，結集石が生成している点など，鏡下の性質は，

占武井層中の玄武岩質岩類と，ほとんどかわらない。

VIII.5 石英扮岩 (Pq)

尻岸内川中流から上流にかけての地域で，基盤岩類をぬいて，数多くみられる。貨

入方向は， NE......SW 方向のものが多く，石灰岩との接触部付近には，スカルン帯が形

成されている。

岩質は，一般に，緑色の轍密なもので，緑泥行化・方解石化などのプロピライト化

作用をうけているものが多い。また，灰白色~灰色，ときに，暗灰色をていするもの

もある。なかには， r吋緑岩様の外観をもっ，ひじように優白質のものもあり，また，

ιi 英の斑品の H 立つものと，目立たないものがある。そして，一般に，鉱化作用によ

る庄化・絹雲母化・硫化鉄鉱の鉱染などの変質をうけていることが多い。顕微鏡下で

は，斑品として，斜長イイと，少量の緑泥石化した角閃石・石英などがみられるが，イ{

基は，一般に，完品質で， 径 0.02-0.14 mm ていどの石英を主体としている。石基

には，このほか，科長行・角関石，ときに，輝石の小結品がみられ，ときに，緑簾石
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x50 +ニコル

第 12 図 石英功岩(尻岸内川中流)

もみられる。鏡下では，あとでのベる古武井層中の石英安山岩と，ほとんどかわらな

いが，より完品質で，半深成岩的要素が強い。

VIII.6 石英安山岩 (Da)

おもに，新第三紀中新世の古武井層中に，岩床~餅盤状の大きな岩体として，貫入

しているが，尻岸内川上流では，基盤岩類と古武井層の聞に貫入している。

これらのイ i英安山岩は，全般的に，硫化鉄鉱の鉱染・粘土化(絹雲母化・カオリン

化)・珪化などの変質をうけており，この岩体の中や， 周辺には， 銅・鉛・亜鉛・硫

化鉄・アンチモニーなどの鉱床が多く生成している。

右質は， I天白色~緑灰色の倣密なもので，石英斑品の目立つものが多い。周縁相は，

緑色・般密で，プロピライトといった感じであるが，なかには，あまり変質がみられ

ず，暗灰色の岩石になっている。この周縁相は，一般に，球状節理の発達がし、ちじる

しく，一部は，砕石として，採掘されている。また，戸井トンネル付近で、は，優白質

の部分が，層状にふくまれている。顕微鏡下では，斑品として，石英・斜長石，少量

の普通輝行・しそ輝石・角閃石，ときに，黒雲母などがみられる。斑品の石英は，ー
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第 13 図 日浦岬~原木聞の石英安山岩

第 14 図 日浦仰における石英安山岩の柱状節理

般に，融蝕され，丸l朱をおびたもの，不規則なものなどがあり，径は，数 mm ていど

のものが多い。そして，量的に多くふくまれるものと，少ないものがある。斑品の斜

長行は，方解石化・カオリン化，一部，絹雲母化している。斑品の鉄苦土鉱物は，ほ

とんど分解し緑泥石化しているものが多い。石基は，完品質で，中粒石英からなる
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x50 十ニコル

第 15 図 石英安山岩(原木川下流)

ものと，潜品質で，細粒石英からなるものとがあり，前者は，まえにのベた石英扮岩

と，ほとんど，同じ組織である。しかし，一般には，径 0.02mm ていどの細粒石英か

らなるものが多く，このほか，ガラス・緑泥石・斜長石・輝石などをふくみ，ときに，

チタン石や，緑簾石などもふくまれている。

IX 地質構造

この図幅地域には，まえにのべたように，先第三紀から第四紀にわたる各種の地層

や火成岩類が，ほぼ，そろって分布し，それぞれの地質構造は，すべて，先第三紀に

おける基盤の構造が骨格となっている。

先第三紀の基盤岩類は，層理の乏しい単調な岩相に加え，擾乱が激しく行なわれて

いるため，層序はもちろんの乙と，構造を正確に把握することは，ひじように困難で

ある。

乙の図幅地域では，北部と南部に， 2 つの地塊にわかれて分布しているが，両地塊

の構造には，大きなちがし、はみられず，岩相の上で，若干のちがいがみられるだけで
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ある。

rt.i地l鬼の構造は， N20ー.-..-80ーW方向の屑理をしめすものが，一般的であるが，その

後刀構造運動によって， N40ー.-..-80ーE 方向に転位するものも多く，剥埋も，この方向

に発達しているものが多い。基盤岩類中にみられる断層系は，この剥理の方向に，は

ぽ一致し，新第三紀に入ってからの火成活動も，この方的 Jに規制されて行なわれてい

る。

岩相は，北部の地塊では， I何翼で，千枚岩質になっているほかは，大部分，粘板岩

と便砂岩によって構成され，一部，北東翼で，チャート・イ i灰岩，ときに，小規模な

輝緑岩質凝灰岩などを央在している。これに対して，南部の地塊で、は，チャートや，

イ i灰岩などはみられず，わずかに，劫右質凝灰岩が央在されているだけで，ほとんど

が，千枚岩質の粘板岩で構成されている。そして，一部には，絹雲 IJ 準片岩もみとめ

られる。新第三紀に人ってからの火成岩類の貫入は，北部地塊の北東翼でいちじるし

く，付近に， f主触変質によるスカルン'市を形成している。

新第三紀における古武井同の堆積盆は，この凶 l隔地域の大、ドをしめているが，京株

は， 13 の浜から椴法華をむすぶ線となっている。

この古武井屑は，基盤岩類からなる I向.地 i鬼をとりまくように分布し，ときに， 40ー.-..ｭ

60° の傾斜をしめすこともあるが，一般に， 10°.-..-30° ていどのゆるい傾斜で，摺 Ill!構

造をなしている。しかし ， h~ 盤の動きの激しいところや，火成岩知、の貫入および噴 III

のいちじるしいところでは，この構 j告がかなり乱れている。

日十 14 は， i長海性のもので，山岩および{!更質 n岩を主体としているが，~曜の動ぎの

i)J~ しい，川岸|付川支流の二股沢から :{i 小平治沢上/)f Uこかけては，変動による厚い棟計

が，呉相として，局部的に分布している。また，基盤右傾に接する部分には，泥岩お

よび i民質 fi 宥の下部に，薄い喋岩が発注し，堆積盆の東紘には軽石質凝灰岩・シノ L 卜

む・凝灰質砂岩 . t尼質凝)火岩などを多く央在する上部の右相が発注している。なお，

この地層の 1 1' 1 には， 14f 人十日あるいは l噴 11\相としーて，塩基性から酸性にわたる件種の火

成む頬がみられるが，これらは， I局側の凶，jl也塊にはさまれている部分をのぞくと，大

部分， NE.-..-SW 系の構造線にそって活動している。これらの火成活動に関係して生成

した，この地域の銅・鉛・ I酎鉛・硫化鉄・アンチモニー鉱床の大部分も，この構造に

規制されている。

古武井)留の堆積盆東縁から外側にかけては，新第一三紀中新世末から，かなり隆起し
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てきているが，ここには，安山岩質の噴出柑から構成される絵紙山火山角傑岩層が，

古武井層と，ほぼ，同じような変動をうけ，発達している。

さらに，このような位置は，第四紀に入ってからも，小さな変動が行なわれている。

これらの変動をうけている日の浜層や，山背泊層は， 5° ，..... 10° のゆるい傾斜をとりな

がら，波状構造をなすとともに，断層によっても切られている。また，丸山火山や，

恵山火山は，いずれも，新第三紀における火成岩類の道入信をなす NE--，~W 系の構

造線の延長部に噴出している。

X 地史

これまでにのべてきたことから，乙の地域の地質構成が，現在みられるようになっ

た経緯を，つぎのように推察することができる。

X.I 先第三紀

この地域の基盤である戸井層は，黒色粘板岩と硬砂岩を主体とする単調な厚い堆積

物からなり，当時，海におおわれた地向斜の範囲内にあった。そこには，小規模では

あるが，輝緑岩質凝灰岩や，劫岩質凝灰岩をもたらした火成活動があり，それに関連

した堆積物として，チャートや，石灰岩が生成したようである。これらの地層が堆積

後，まもなく，構造運動によって，変形・摺曲が行なわれている。千枚岩化・準片岩

化などの弱い変成作用や，剥理の発達は，この時期に行なわれたものと考えられる。

X.2 新第三紀

新第三紀中新世に入ると，上昇によって，陸化削剥をうけていた基盤岩類の上に，

ふたたび海進がはじまり，泥岩・硬質頁岩を主体とする地層の堆積が行なわれたが，

この中に，グリーン・タフ地域特有の堆積盆の発展過程に対応して，活発な火成活動

が行なわれている。火成活動は，はじめは，沈降海進にともなう塩基性の火成活動で，

粗粒玄武岩やー玄武告などが，この地層の中にill:入している。しかし，まもなく， ドー

ミングにともない，石英安山岩の酸性火成活動にうつりかわっている。この間，局部

的に上昇したところには，黒色の安山岩類が噴出し，また， NE-SW 系の構造線にそ

って，流紋岩および同質の緑色凝灰岩の活動も起っている。基盤岩類の中にも，基盤

構造に支配されて，塩基性劫岩や，石英扮岩の活動がみられる。との地域にみられる

銅・鉛・亜鉛・硫化鉄・アンチモニーなどの鉱床は，このようなドーミング時期にお

ける石英安山岩，あるいは，石英助岩などの活動にともなう後火成作用として生成し
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たものが多く，この時期には，基盤岩類の昇降的な地塊運動も平行して行なわれたの

グリーン・タフ地向斜は，隆起により浅くなり，ではないかと考えられる。その後，

軽石質凝灰岩の活動をまじえながら，陸化の状態となるが，この頃から，絵紙山火山

角喋岩層にみられるような，激しい爆発的な安山岩質の火成活動が起るとともに，摺

グリーン・タフ地向斜は，終りをつげて曲運動も平行して行なわれている。ここで，

クリーン・タフ変動の一環いる。このような堆積盆の発展過程と火成活動の関係は，

としてみた場合，北海道阿南部のほかの地域と共通した性格をもっている。

市己四第X.3

この地域は，新第三紀末の陸化した状態から，ふたたび，沈降による海進がはじま

入江状に日の浜!善が堆積するととり，更新世前期には，現在の大きな j日[川にそって，

もに，火山噴出物を主体とする山背泊層，丸山火山噴出物などが噴出堆積している。

この時期まで，地層の断層運動による若干の転位がみられる。このあと，更新世末か

ら現世にかけて，緩慢な間駄的隆起と侵蝕によって，段丘堆積物や，沖積堆積物が形

成され，現在にし、たっている。しかし，一部の恵山地域て、は，間敵的隆起が，急激に

行なわれている。なお，更新ド t中期からは，恵山火山の活動がはじまり，この活動は，

現在もなお，活火 III としてつづけられている。

応用地質XI

この|泣 l隔地域は，亀凶半島における鉱床密集 l也市の一つで，先第三紀から新第三紀，

さらに，第四紀にわた J、て生成した，いろいろな拡産資源が賦存されている。これら

~j: 産資源を，時代と型式によってまとめたのが第 3 支である。

第 3 表

熱 ;J( 件鉱床 l 接触交代鉱床 昇華および

(鉱脈型) (塊状型) I 鉱染交代鉱床
式 )1主積什:鉱床

羽

川

寸
{にIf年

{n I 石 灰石
肥 大理石

第先

|硫黄・枇素­
I 珪石・石膏・

カオリン

i 銅・鉛・i亜鉛・ l

金銀・硫化鉄・J 硫化鉄

アンチモニー
イ
a

土
ラ
鉄
鉱

藻
オ
鉄

珪
ゼ
砂
褐

J
U

卓
小

紀第指l

同第

これらのうち，硫黄および、砂鉄は，開予をの丹署史がひじように古く，江戸時代末期に，

すでに採}trJ1がはじめられていた。以後，休止期間はあったが，研し黄は，段近まで保持B
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され，砂鉄は，現在も，なお，採掘がつづけられている。また， ~1"1 ・鉛・亜鉛・金銀・

硫化鉄・アンチモニーなどについても，傑鉱の歴史は占い。しかし，これらについて

は，鉱床の規模が小さかったため，本格的な開発は行なわれていなし、。このほか，最

近，尻岸内川中流の大理石が，おもに，工芸品用として，採掘がはじめられている。

なお，この地域は，鉱産資源だけでなく，温泉資源にもめぐまれ，恵山火山の周辺

には，現在の硫気活動に起因する硫黄泉~硫黄質鉄泉と，直接，関係のない炭酸泉・

単純泉などが数多く湧出している。

XLI 銅・鉛・亜鉛・硫化鉄・アンチモニー

これらの鉱床は，新第三紀中新世末期に生成した浅熱水性鉱脈(黄銅鉱・方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・輝安鉱)が主体であるが，一部に，接触交代型の塊状鉱床(黄鉄

鉱)もみられる(第 4 表参照〉。

第 4 表

型 式[鉱種 1 主要鉱山および鉱床

Cu, Pb, I 東亀田鉱山・笹小屋沢鉱山・喜四郎沢上流鉱床・小滝
Zn, FeS I 沢鉱床・日ノ浜銅~ lJ・日浦鉱山・原木鉱山・戸井鉱山

浅熱水性鉱脈 l~~~-.'

Sb 白銀鉱山

塊状鉱床 I FeS (女那川鉱山

第 5 表

酌!走向傾斜|幅|延長|鉱 脈|備 考
i (m)I(m) I

( I N65E, 85ー NWI 2.2! 10 1 石英，方鉛鉱，閃 1 絹雲ト石英，黄鉄鉱化
i 亜鉛鉱脈 |白色粘板岩

I"T'){¥OD O{¥Oe-D 11.5,.....[ ，，.. {\I ガマを伴う白色石 1
( i N300E, 800SE| 2.51 1501 英脈.わすかに， I 不変質黒色粘板岩

"'.0..1/ :Ze, Ga, Cpy，散点 1

_J _~ I 石英一黄銅鉱，方 1 周囲数 m，絹雲母，石英
③ N65ー E 直 立1. 2) 20 十!鉛鉱，閃亜鉛鉱々!化粘板岩，露頭より錘押

坑道あ J完全崩落一 一

@JN5 川 85° SE 1 1. 5± 摂 1Z7 富山物を l1F233Zfzzrk
( I N60ー E 直 立! 0.31 グ 1 方鉛鉱，閃亜鉛鉱， !周囲の粘板岩は数 10em
I., ~~ ~ lB. ,1. ~.~石英脈 |のハイン珪化

わずかに， Ga， Ze， I

ｮIN3刊 80°SEI O.li 10 続伴完説話 l zf言語21、岩脈と粘板
英脈 |
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番号!走向・傾斜(幅 i 延長 l 鉱 脈 l 備 考
! (m) ! (m)I

(! N4円， 6NE10701 dzc ， Ga を伴う石 l fR 沈tき225b
v.'V

i .L VV; 英脈 (になっている

⑦!不 明 I 0 判露頭 !SJ25'ぅEJ3! 功岩と粘板岩の接触部
木地域で最も良好な露頭

( i N5門， 7同(100!2州 rd51a， J 誌 23ztl明ヂ
|上・下盤とも黒色粘板打，

l 変質帯幅 10 数 m

⑪ |N480E40owi訴す車伊良 (!?1111i;;;:
( I N5町 800NW I0.70

1
露頭 J グ (ク

( I N500E ,800NWI 0.15 ググ グ

@ iN64ー E，直立 0.50' /，ク

i 明瞭な脈型を示さず， ,Ii]
Ze, Ga, Cpy , Qz!回数1O em ，絹雲母，石

|英化粘板岩

白色石英脈 l 黒色粘板岩中( I E-W, 80ーS 0.10 J7

( 'I E75ー E, 85ー N 0.50 ググ 珪化を伴う倣砕市

黄
色
一
一
削
止

一
英
岩
一
白
一
一
掘
休

一
石
崎
一
化
一
を
'

'
英
珪
店
岩
道
在

一
時
石
L

板
一
一
収
一
坑
現

一
雲
色
ら
粘
一
粘
一
鉱
が

山
石
一
絹
白
く
色
色
一
探
た

板
一
一m
-
m

黒
黒
一
で
つ
一
岩

粘
一
2

化

1

山
石
'
一
'
ま
あ
一
功

色
一
紘
一
鉱
盤
板
盤
盤
年
で
一
英

黒
一
ド
鉄
下
粘
土
両
一
昨
中
中
一
石

一
物
伴
一
緑
脈
一
ず
伴

一
拡
を
一
'
石
脈
一
わ
心

化
脈
一

a

鉱
三
英
一

Z

一
硫K
G

一
鉄
ド
一
石
恥

v山

一
に
粘
v
h
h
脈
一
黄
ブ
一
'
一
英
ゐ

一
か
う

2

英
一
'
'
一
鉱
→
石

1

一
ず
伴
恥
石
一
証
人
石
安
一
色
に

:
一
一

グ
一
わ
を

Q

ぅ
一
石
簾
一
附
一
白
か
う

に
d
q
d

ク
一
一
国
一
湖

円
U
W伊
一
日
ロ
F

00001

•

1

1
2
3
3

一
上

0
0
0
0

一

1

N

一
W

一
W
S
W

一
W

V

一
N

一

N

庁

N

一

N

マ
f

一

C

一

O

向
」

O

，
一

n
u
n
U
F
h
u

一

F
h
u

氏
U

に
U

ヮ
“
一
円

i

L

一
E
-
E

人
旦
一

E

司
一
一

n
u
n
u
-
-
A
U

一
向

U

一

4
7

一
@
一

6

E

一
N

一

N
E
N

一

N

@
一
⑮
一
⑪
⑮
⑪
一
@

!スカルン帯の縞を切っ

N50:¥, M-n""~ 0.15 15 ~pX' Ze, Ga，石|て，割目の聞にのみ存在，
80---850SE: v..LV: 英脈 l周囲に全く変質を及ぼし

ていない

@ N7川 IN. 0: 4.00 叫君主宮古 ityi 石灰岩と桝の接触部

| lr • l 絹雲母，石英，黄 功岩岩体中の粘士化部分
⑮ N800W，直 V. 1.00路頭鉄鉱脈 に粗粒 \'1. }j{， 本黄鉄鉱濃集

@ i N80ー E 直立 0.15 ク
Cpy , Ze, Ga , Qz
脈

(需号は，第 16 [墳の露頭番号)
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ノ/鉱脈露頭

ぬむ石英安山岩

ぷ石英扮岩

鉱化変、質者手

〆スカルン帯

第 16 図 尻岸内川中流鉱床地帯の鉱床分布図(矢島淳吉)

絹

おもに，黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄また，古武井川支流暗渠の沢上流には，

鉱などの密雑したものに，重品石をともなう黒鉱鉱床ー類似のものもあるといわれる。

これら鉱床の大部分は，この凶幅地域の北部に分布し，一部のものは，戸井の周辺

に分布している。前者は，基盤岩類，ならびに，その中に貫入する石英安山岩を母岩

としているものが多く，後者は，古武井層，ならびに，その中に貫入する玄武岩質岩

これら母岩にみられる変質作用としては類・石英安山岩などを母岩としている。
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云ほ一石英一(黄鉄鉱〕組合せのものと，石英一(葡萄石)一(緑壌石)ー(黄鉄鉱)組合

せのものがあるが，大部分の浅熱水性鉱脈には，前者の変質がみられる。また，塊状

鉱床ーにも IJff者の変質がみられる。東亀In鉱III ・笹小尾沢鉱III ・白銀鉱山付近の銅・鉛・

r!tl鉛鉱脈の一部にだけ，後者の変質がみられる。

XI.1ｷ1 東亀田鉱山(旧泉川鉱山)

この鉱山は，尻岸内川支流の笹小尾沢にある O 昭和 38 年に，造材人夫によって拾わ

れた転石に端を発 L，露頭が琵見されたもので，以後，泉達夫・白川崎:大の両氏によ

って，剥士や，ボーリンクによる探鉱が行なわれたが，鉱況が思わしくなし昭和 41

年春，まもなく，休山した。

鉱床は，先第三紀の砂質粘板右中に!日現 fi される黄鉄鉱一方鉛鉱 I~司直鉛鉱ー黄銅鉱

一行英脈である。鉱脈は，膨縮のいちじるしいレンズ状鉱体が，勇断帯にそって， ff託

行状に配列しているもので，水平延長に，約 200m 追跡されている。走向および傾斜

は， N50° ,.....,60° E ・ 60° ，.....，80° SE で，脈l幅は，平均 1m ていどである。この露頭品位

は， Autr, Ag23.9g/t, Cu2.39 ガ， Pb4.09μ， Zn5.59.?~， S5.93.?~である。

このほか，この鉱山の周辺には， N40ー.-65ー E から E-W 方向の鉱脈が，いくつか

みられるが，いずれも，小規模であり，また，硫化鉱物のぴじように少ない不毛の石

英脈である。

XI.1ｷ2笹小屋沢鉱山

この鉱山は，東亀旧鉱山から，さらに， 約 1kmJ_""-流にさかのぼった笹小屋沢の川

岸にある。鉱床の発見されたIl!j:期は，明らかでないが，現在は，崩落した樋押坑道の

跡が残っている。

鉱床は，東亀田鉱山と同じく，先第三紀の砂質粘板岩をほ岩とするもので，数カ所

に露頭がみられる。 樋押坑道のある主脈は，黄鉄鉱一方鉛鉱一閃亜鉛鉱ー黄銅鉱一石

英脈であるが，大部分は，石英で，硫化鉱物は少ない。走向および傾斜は，一般に，

N60° ,.....,80° E ・ 70° ，......80° SE であるが，北東方向の末端では， N25οE に笥 ~tl し， 80ー

NW と傾 ¥f l.J\かわり，分岐脈を派生している。延長は，約 20m が確 i認され，脈幅は，

O .4，.....，l. Om ていどである。

このほか，この鉱床の下流には， N45ー E ・ 60° NW の定向および傾斜をもっ黄銅鉱

一方鉛鉱一閃亜鉛鉱黄鉄鉱石英脈がある。この脈幅は， 10.-20 em である。また，

この鉱床のと流には， N55° ,....,65° W 方向で， NE あるいは SW に 70° ，....，90。の傾斜を
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もつ方鉛鉱一閃亜鉛鉱一黄銅鉱一石英脈や，黄鉄鉱-t:i英脈，不毛石英脈などの露頭

が数カ所にみられる。これらの!1眠中高は， 10---40em ていどの小規模なものである。

Xl1ｷ3 白銀鉱山(旧福村鉱山)

この鉱山は，尻岸内川支流の喜四郎沢にある。はじめ，金銀を日的にして¥'~鉱をし

ていたが，昭和 19 年に，アンチモニーの露頭を発見し，昭和 22 年頃まで，探鉱をす

すめたが，鉱況がよくなく，まもなく，休 III した。その後，昭和 38 年 4 月に， 11 本ア

ンチモニー工業株式会社の子によって探鉱がすすめられたが，これも，同年秋に休 III

した。この間， Sb10%のもの 50 t , Sb20---30~~のもの 20 t が採摘され， うち， 12t

が売鉱されている。

第 17 図 白銀鉱山本坑と輝安鉱鉱床露頭

鉱床は，陣安鉱一石英脈と，黄銅鉱一方鉛鉱ー閃亜鉛鉱一行英IV氏とがある o I両者は，

粘板岩・チャートなどを原岩とする珪化帯中，あるいは，これらの時化帯と石英安山

岩との問に発達する N40ー___700 E 方向の勇断'市中に脹胎され，ごく一部の分岐脈は，

石英安山岩中にもみとめられる。後者は，輝安鉱一石英脈の付近に接近してみられる

ものと，石英安山岩中に匹fJfi されるものとがあるが，輝安鉱一石英IV~付近に接近して

みられるものは，石英にとぼしい。坑道は， アンチモニー鉱床に対して 15 本侃進さ

れ，このうち， 5 本の坑道で，着脈している。うち， 1 本は， RR和 38 年に，本坑鉱床

のド部をねらって，てよ入坑道を約 243m 侃iff したものである。
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この鉱山のアンチモニー鉱床のうち， 4 号坑(本坑)のものは， もっとも良質なも

ので，一部， .J:組下り採拍l も行なわれている。この鉱床は，rE化した砂質粘板岩と行英

安山岩の境界付近に発達する N40ー E ・ 30°......40° NE の勇断市にそって佐胎されるも

ので，その轡内部に富鉱部が牛.成されている。鉱床は，膨縮のいちじるしいレンズ状

鋭、休会で， ~二椴 fHl Hこ，前 nW f\'5 }I[ 度化，あるいは ， $Jl~ 染状になっている。このレンズ状鉱休

は，延長約 10m が{唱し泌され， 、|λ 均1. 5m の 111 1t\である。鉱イ iは，蹄安鉱とイ i 英を主体

としているが，ときに，硫化鉄鉱をともない，まれに，反砂のと ~J なわれること ~J あ

るのまた，高頭部では，褐色~内色の酸化アンチモン鉱にかわっていることもある。

鉱行の， lid 立は，平均 Sb lO %ていどであるが，市鉱部は， Sb25......35~ ，;で， Au2.0gjt,

Ag7.6gjt がふくまれている O また， L坑坑 1:1 付近の砂質粘版計中に， 1]1 1\ 111 両 30em YliJ

後の/jY~縮にとんだ黄銅鉱-}j鉛鉱-Ij~而鉛鉱一行英'JIKがみられるが，連続1tはないっ

この鉱石の11Mねま， eu2.5 e>';, Pb9.37 り， Zn21.96 0よである。

XI.1ｷ4喜四郎沢上流および小滝沢の鉱床

この鉱床は， f"J銀鉱[II の f:流約 500m の再阿f!l;iパおよが小0・江沢にある c

鉱床は，先第二:紀の砂質料i仮店・粘付文右・チャート，およ rY: イ i英安111ftをほ計とす

るものであるが，大部分は， (:麦占ーの"，に肝)J{，されている o W~jf(は， 再阿f!l;山本流に 2

ヵ所，その支流に 3 ヵ所，小沌沢に 5 ヵ所みとめられ，その~ t~l~に，樋押iA;芭が11:1\;[

されている。再四f!l;沢本流のものは，この地域で， もっとも ， lH T-なもので，黄鉄鉱

が多昌:に鉱染した illに， I}~聞鉛鉱・方鉛鉱が散点している鉱脈と，黄銅鉱と jjJn説、が

わずかに散引している行英脈とがある。 N 70ー......80ー E ・ 70
0
......80

0
NW の志向・傾判を

しめし，脈|隔は， 0.5......1 m である。支流のものは，貨鉄鉱・方鉛鋭、を少量散点するイ l

英脈で， N80ー Wｷjr'(立の走l勾・傾斜をしめし，，眠中両は， 70emである。 このほか，

支流には，脈II!両数em ていどのイi英綱脈が数本みられる。小滝沢のものは，黄釧鉱・

Ij~1亜鉛鉱および少量の1;・鉛鉱・黄鉄鉱を散点しているイi英脈と，員鉄鉱以外の硫化鉱

物をほとんどふくんでいない行英脈および粘土脈で，前者は， N80ー E ・ 70° NW の走

Itl] ・傾斜をしめし，脈J/J討は， 30em 前後である。 後者は， E-W から N80° W ・ 40°

......55ーS の如何・傾斜をしめし， III 長J/J両は， 0.6......1m である。 小花沢のさらにf:流に

も， N20ー......60ーEJj/ ti] の小規模な脈がみられるハ

XI.1ｷ5女那川鉱山

このおよ[II は， IlL!;':1)'1 川支流の if( ノ iJ~ 下流にある。この(、 J..; /fは，大 11:.10 ofl 二頃，金わよ
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てj銅を nfl守に探鉱されたことがあるが，長い間，欣棄されていた。その後， 11百和 24 1f，

佐藤万蔵が硫化鉄鉱の露頭を定見し，鉱業権を設定するとともに，現 25 年から坑道探

鉱をはじめた。これを，太平鉱業株式会社が買収し，昭和 26 年から，ふたたび探鉱を

はじめたが， ~{i和 28 年に休山した。このIi \J，硫化鉄鉱 (S 30.0，..，.，31.5 タ)を， 3 ,211

t 採倒している O その後，昭和 31 年から 32 年にかけても，金銀・銅を目的として，

千歳鉱山株式会社が探鉱を行なっている。さらに，昭和 37 年にも，同社の手によって，

ボーリング探鉱が行なわれている。

鉱床は，粘板岩・チャート・石灰岩，および石英助岩などを原円として変質した絹

雲母-I-t化岩をほ岩とする轍密な塊状鉱体である。{同々の鉱休は， N55ー,..,.,800
E の走

向をしめすが，配列方向は， N50ー,..,.,60° W で，雁行してならんでいる。 11，司々の鉱休

の規模は， III肩 2，..，.， 10 m，長さ 10，..，.，20 m と推定される。鉱石鉱物は，おもに， 黄鉄鉱

からなり，黄鉄鉱中に，包衰物として，少量の磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱

などがみとめられる。また，燐灰石や， 1費石をともなうこともある。

この鉱床は，スカルン帯の形成にひきつづく，一連の鉱化作用によって生成された

もので，その後期にあたる低祖期の産物と考えられる。すなわち，スカルン期から高

熱温水期にかけた珪酸塩鉱物および鉱石鉱物の形成はひじように小規模なものであ

り，鉱化作用は，低温熱水期の黄鉄鉱の形成を主体としている。成因的には，接触交

代鉱床の範ちゅうに入るものと思われる。

XI.1ｷ6 日の浜銅山

この鉱 ~ll は， 古武井川中流のー支流にある。 昭和 37 年頃，樋押探鉱が行なわれた

が，鉱況が思わしくなく，現在は，休山中である。

鉱床は， 応化した石英安山岩を母宕とする四面銅鉱一石英脈で， N10ー E ・ 80
0 SE

と N80° E ・ 80
0
SE の走向・傾斜をもっ 2 本の鉱脈が十字に交叉している。前者の脈

は，脈幅 5---10 em で，四面銅鉱・石英を主体とし，少量の黄銅鉱をともなっている。

延長は，約 50m が確認されている。後者の脈は， ときに，脈 III面が， 10 数 em に膨脹

しているところもあるが，一般に，数 em の細脈である。このものも，四面銅鉱と石

英を主体としているが，品洞の琵 j壬もよくみられる。前者の脈では，たまたま，銀!日 I

伎の高い部分があり， 2 ,000 g/t の I111位をしめしたと乙ろもあったという。

XIｷ1ｷ7 日浦鉱山

この鉱 III は， 日浦}I I 中流のー支流にある。現在は，休山中であるが，過去の生産実
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績として，昭和 18 年に，手H鉱 (Cu 1.0;'のを 500 t , lin 干[1 24--25 イ下に，硫化以鋭、 (S

23.3--27.9;?b) を 1 ， 395 t を採桝している。

鋭、川\は，イ i英安 lll !f L あるいは，立武岩佐古煩 It' に肝 Hi ，する員鉄拡一員 jil ，;]鉱 ~}-j 鉛

鉱ー Ij;J 亜鉛鉱ーイ i~IV 長である。鉱脈には， NW-SE 系のものが 4 本， NE-SW 系の

ものが 1 本ある。 NW-SE 系のものは， N30ー__80ー W •60ー__80ー SW の走向・傾斜

をしめし，石英と黄鉄鉱を主体とするもので，ほかの硫化拡物はきわめて少ない。 N

E- C:W 系のものは， N60ー---700 E ・ 70°__75° SE の/七 ItlJ ・傾斜をしめし， 五In)脈では

あるが，黄~Iii]鉱・ Ij~FfE鉛鉱 . )jm拡などがlt '肢IYJ多い。これらの鉱脈に対して， 1)1I13[

されている坑道は， 1, 2, 3 りの件1/1しで，このほか， 清脈していない小規院な採鉱l/e

j立もみられる。

説2;行鉱物は，おもに，#t鉄製、からなり，黄銅鉱・四1m卦i雌;・!日j ヰr.Jri員2; ・ Jjj!{}鉱がと

もなわれている。 円去の変質ーとしては，絹雲ほ化とIt化が健勢て、ある。

XI.1ｷ8 原木鉱山
この鉱山は，原木川支流の左股沢にある。

鉱床は， I+j武一対二)同の凝灰角 ji宋宕中に恥 f]ii するもので， J/ cllf 、J) 1:および坑道から数 10

rn r.流に， 2, 3 のごく小規模な両頭がみられる。いずれも，黄鉄鉱一行英脈で，十.流

のものは， N80ー E ・ 70° SE の定向・傾斜をしめし，脈 III 民は， 30crn である。 lA11 f-J

j庄のものは， N60ー E ・ 50° SE の屯向・傾斜をしめし，脈 l隔は， 20crn であるの )\i' 鉱

*の鋭、ィ iには，閃亜鉛鉱のみとめられるものもあるが，この分析がi ~~は， Cutr, Pbtr,

Zn1.35---6.00;'b, Fe20.74--36.36;'b , S25 .47--40.67 がであるn

XI.1-9戸井鉱山熊別川鉱床

この鉱床は，熊別川の支流にあるが，この丙方に隣佐するエビコれの流域にも，エ

ビコ沢鉱床があるO 定見のII ~j' J羽は，明らかでないが，，11' くから版記、されていたようで，

当Il !J今の旧坑が，多数みとめられるO 戦後は，昭和 32 年に探鉱を行な/>1こが，現在は，

休I1II !1 である。

鉱床は，おもなるものとして 3 つあり，それぞれ， 1, 2, 3 坑の錨押J;Li首が 1)111;庄され

ている。このほか， ビリ脈をふくめて数ヵ!肝に高頭があるのこれらの鉱床ーは， ブロビ

ライト化したぷ武有賀忠類，ならびに古武井!首の fliTをほ干?としている O 坑)8にみら

れるものは，黄鉄鉱一黄銅鉱一方鉛鉱一閃\亜鉛鉱一石英脈，黄銅鉱 黄鉄鉱←行英IIIι

*地質調査所 伊藤聡分析。
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黄鉄鉱の鉱染した粘土脈などで， N20ー___40ー E ・ 70° ，.... 80° SE あるいは 60° ___70ーNW

の走向・傾斜をしめし，脈幅は，数emから 1mである。露頭にみられるものは，脈

幅 2--5emていどの高品位な銅・鉛・亜鉛鉱脈と，脈幅約1mていどで，ほとんど

黄鉄鉱だけからなる鉱脈である。鉱石の品位は，局所的富鉱部で，Cu19.61%, Pb

0.21%, Zn1.85%, Fe28.36%, S31.41%をしめすが ， lV i\ を平均すると， Cu.Pb ・

Zn ともに， tr.である。

なお， j-j 井鉱山には，この同幅地域外のエピコ沢に，良いものがあり，熊別川支流

よりも，鉱脈の数も多く，坑道も多く開さくされている。

XI. 2 硫黄

硫黄鉱床としては，最近まで稼行されていた恵山鉱山がある。

恵山鉱山は，恵山火山の中央火 rl 丘丙側にある爆裂火 fl 内の疏黄を，おもに採掘し，

その山麓で，精錬を行なっていた。

恵山の硫黄については，古くから資源として作.目され，天明 3 年(1 783 年)に，す

でに調査が行なわれ，文化年間と，弘化 3年 (1846 年)から嘉永疋年 (1848 年) ，ま

た，明治初期~中期に採拍 iが行なわれている。 昭和に入ってからも，押野常次郎が所

有し，昭和 18 年から 15 年まで採掘を行ない，鉱イ iを，宅蘭および釜石の製鉄所に売鉱

第 18 図恵[ [I 鉱 [II の硫黄精錬所と恵山火 III
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9 19° 却o '90 勾OM

している。その後も，同期的に稼行がくりかえされているが，昭和 24 年 10 月からは，

函館市の石井鉱業所が採掘をはじめ，昭和 27 年 10 月までの間に，月産平均 200--400

t(干均品位 540--55::~)を採掘している O その後，昭和 35 年 8 月からは，恵山硫黄

株式会社が閉廷に着手した。月産 3 ， 000 t(511--12::のていどの粗鉱を採掘し精品

(599%)は，十条製紙釧路仁場なら rJ に困策パルプ旭川[場に j去った。 しかし，昭

和 42 年春に休山した。

この鉱山の硫黄鉱床は， I抗気活動にもとずく見華鉱床が」巨体で，一度，民拍 iが終っ

ても， 10 年後には，ふたたび採掘しうるていどに硫黄の濃集が行なわれるのまた，一

部には，鉱染交代による店鉱の部分もある。最近まで稼付されていた鉱床は，小地獄

および大地獄といわれる爆裂火 II 内にあって，それぞれ， 1 号鉱床・ 2 号鉱床とよばれ

ている。このほか， 3~· 鉱床・ 4 号鉱床・ III ノド無鉱山の鉱!よーなどがあり，かつて稼行さ

れた(第 19 凶参照入

議義務硫貧鉱床

髪室参珪石(ei.ークリストパ)[.， 6· 鱗珪厄)

Ir f}~/~ I \口イサイト -0(- クリス卜 I\) レ石室興部

第 19 図恵山鉱山硫黄鉱床
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I:よむは，忠山火山の円 j頁丘を構成する恵山第 3 熔宕ならびに爆裂火 ~l I什の岩)丙で，

後者の IIIに， しばしば富鉱部が形成されている。形態は，不規則な塊状，層状，また

は H眠状である。一般に，地表下 10，......，50 em までは，硫黄の濃集がL、ちじるしく，ギ均

lllI位が， 540----50 ガにも達しているが，それ以下では，きわめて不規則な分布状態で，

部分的に， 540 りていどのところもあるが，概して，急激に品位が低下している。月

半Jは，鉱床 l'i {4'の中，ならびに，その付近で，黒色・粗穏で，軟弱な岩石に変質して

おり， しばい￡粘土化(ハロイサイトークリストパル石)もみられ，微粒な硫化鉄

鉱が鉱染している。 20，......，50 m はなれた外縁部では， 明磐石化・珪化(蛋白石 クリ

ストパル石一鱗凶行)などの変質をうけ，完全に脱色して，乳白色の岩石にかわって

いる。

{庇気孔 ~1 に塔状をなす昇華硫黄は，濃黄色をていし，不純物をほとんどふくまず，

lil1位は， 590;'~ をこえている。昨し気:fL付近に網状~鉱染状をなす鉱石は，昇華硫黄の

{、J着した灰色鉱(5 8，......， 16."~) と，硫化鉄鉱の多い黒色粘土鉱とにわけられる。硫化鉄鉱

は，ふつう 5----10 ガ，多いところで 15，......， 16 -:;;ふくまれている。 ときたま， 硫化鉄鉱

および硫黄の集合体を被覆したり，母岩に鉱染した，推黄および鶏冠イjのみられるこ

ともある。また， 'I' 央;火1-1 丘市側の空沢の上流には，白色粘土に混じって石膏の結品

があったという。

第 20 図恵 III 鉱 III 1 号鉱床(小地獄)
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第 21 図恵山鉱山 2 号鉱床(大地獄〕

1 号鉱床は，小地獄といわれる爆裂火口内にあって，南北 2{阿の鉱H~からなる。 北

側の鉱床は， 中ていどの硫気孔 3，小ていどの硫気孔 2 から形成されている舛華鉱w

で， 50mx20m の範間内にある。 Iトi側の鉱床は，小さな硫気孔 2 から形成されてい

る昇華鉱床で，範凶は，北側のものと同じであるO これらの鉱床は，ともに，地表ド

30---50em までは，ほぼ，一様に， S40---50;:C の品位をしめすが，それ以ドは， J2J 敢

に低 lhl 位となる。また，鉱床の一部には，とくに，侃化鉄鉱に 'ι む部分が，小塊状に

た注することがある。

2 号鉱床は，大地獄といわれる爆裂火 II 内にあって， 大IJ 、，多くの{鋭気イしから形成

されている昇華鉱床で， 100m2 の範囲|付にある。一般に，地表下 10---50 em までは，

llJI 位 S 40---50;:C であるが，それ以ドでは， lVI 位が低下し，山色変質岩に移化する。ま

た，一部では，微粒の疏化鉄鉱を多量にふくむ!日色粘土が形成されているのこの鉱床

では，怖気 ~L i-L1[[に， )型;B:が設置され ， f流1;(\)/スの n 然冷却 jによる硫員採取も行なわ

れている。

3 号鉱床は， 忠山円 J1"!丘北側斜 l古jに散在する小さな硫気孔から昇華している鉱床で

あるが，すでに，大部分は，採掘しつくされている。この付近には，小さな硫気孔が

9，中ていどの硫気孔が 1 つあるが，活動は， 'liT 者にくらべて，はるかに弱く，水蒸気

を主体としている。 1拭存範囲は， 250mx50m である。一般に，地点下 10---50 em ま

- 45-



では， lih位 S40~50 ::，;で，それ以ドでは，急激に低下し，白色の変質岩になる。

4 号鉱床は， 1 号鉱床の南方約 100m に位置し，現在， 硫気孔が数カ所にあるが，

微弱で，昇華硫黄は，ほとんど形成されていない。 しかし， 1, 2, 3 号の各鉱床とち

がって，硫気孔のまわりには，鉱染交代による黒灰色の岩鉱がみられ，かつ，硫化鉄

鉱の鉱染がいちじるしい。

11:1水無鉱山の鉱床は，ほぽ， N-S 方向に，硫気孔が配列し， 2 ヵ所において， 50

m2 の範囲に鉱床を形成している。網状脈，および厚さ 10cm 内外の皮殻状の昇華硫

黄を主とし，品位は， S30---50;'bである。

XI.3 褐鉄安

海向山の山麓地域は，沈澱型の褐鉄鉱床の賦存地域として，古くからしられている。

金堀沢上流には，明治 35 年頃，佐々木某が開坑したという廃坑がある。この付近に

は，冷泉があって，現在も，なお，褐鉄鉱を沈澱している。金堀沢の褐鉄鉱床は，絵

紙III 火山角喋岩層をド盤とする褐鉄鉱層で，規模は，延長 60m ， II届 20m で ， l'曽厚は，

下流で、1. 7m ， f::流で、は 40cm となっている。このうち， 合流点から延長 40m の範

囲が，おもに，採掘されている。なお，周辺の小沢にも，鉱徴がみられるが，まとま

ったものはない。表層は，岩屑堆積物で，厚さは， 0.5,.....,1. 7m ていどである。鉱石

は， R硬なものと，粗緊・脆弱なものとがあり，そのllh位は，つぎのとおりである。

Ii·えが(- Fe (<?,n S (;'の pc.%) As(::;;j

1 55.19 0.84

2 53.59 0.62

3 54.63 0.59 0.04 no

北海道立地下資制調官 )9r 分析

鋭、量は，約 3 ， 000 t と推定されるが，ほとんど係制ずみで，残鉱は，約 1 ， 000t 見込

ま it てし、る。

XI.4 i沙鉄

この凶II!日J也Mの{沙}:k~こついては， ill くからしられ ， t[j-jll !j:fによ ~JJの定政 2 年 (1854

年)に，箱館奉行竹内ド~!f~r (保f，~() の命によって，諸体j教授役式IH斐三£(Ij (成立i:)

が， (1・江主+1:の砂鉄を検分している。そして，蘭書によって，はじめて，洋式の熔鉱炉

を築造したが，技術が未熟なため失敗している。また，古武井)11川口付近の平地には，

明治中頃，製錬を行なったといわれる熔鉱炉築設の跡が，現在残っている。

現在，砂鉄の賦存がしられているのは，戸井:付近・日浦付近・尻岸内~女那川付近・
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古武井付近・椴法華付近などの海岸ぞいや，古武井川下流の台地などである。これら

のうち，現在，稼行されているのは，尻岸内付近(日鉄尻岸内鉱山女那川現場)およ

び古武井付近(日鉄尻岸内鉱山古武井現場)の浜砂鉄と，古武井川下流台地(北工古

武井鉱山・東光日ノ浜鉱山)の山砂鉄である。また，かつて，稼行されたものに，大

昭日ノ浜鉱山(山砂鉄)がある。

XI.4.' 尻岸内鉱山女那川現場(日鉄鉱業株式会社)

尻岸内川川口付近の中浜にあって，昭和 36 年頃から，現在の付近を採掘している。

砂丘および海浜砂の大部分をはりつくし，おもに，廃砂(着磁率 4 J~) の再処理を行

なっている。精鉱生産量は， 18 ,000---19 ,000 tj年ていどで， 精鉱品位は， Fe57.5--ｭ

57.6J~ ， Ti025---6%である。

XI.4ｷ2尻岸内鉱山古武井現場(日鉄鉱業株式会社)

5qo 10?om

第 22 図 北 L古武井鉱山付近の日の浜層分布凶

- 47-



古武井川川口南西方の海岸にあって，昭和 26 年頃から，おもに砂丘の砂鉄を採掘し

てきたが，現在では， f.主砂(着磁率 9 ;?~)の再処理が玉体となっている。精鉱生産量

こTi025~6 .<?b である。は， 22 ,000 t/年ていどで，楕鉱品位は， Fe56.9~57 .2"{ ,

れらの精鉱は，女那川桟橋から船積されて，釜石および広畑，一部，室蘭の製鉄所に
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段丘堆積物の中に匹胎しているが，主体

は，日の浜層で，上部の段丘堆積物も合

せ採掘されている。現在，開発が行なわ

れている第 2 台地では，延長 720 m，幅

400m の範囲に賦存が確認されている。

このほか，乙の南方の空川を隔てた第 3
?

台地にも，延長 1 ， 000 m , III高 300m の範

聞に賦存が予想され，今後の探鉱結果

第 23 図 北工古武井鉱山砂鉄鉱床

模式柱状図
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に，期待がよせられている。段丘堆積物

中の砂鉄は，比較的上部に濃集し，ここ

12........13;}~に達するが，では，着磁率が，



A: 表 層(腐植土・ローム・軽石・火山灰，厚さ 4---6 m)

S: 砂鉄層(着磁率 30---34 ~;;，厚さ 7---10 m)

第 24 図 北海道工業株式会社古武井鉱山採掘場

全体的にみると， 2---3% ，ときに， 5---6 ガと低い。これら全体の厚さは，最大 3m て

いどである。この下部に横たわる H の浜層中では，全体的に砂鉄が濃集し，平均約 6

m ていどの厚さである。着磁率は， 0 じように l布く， 30---45;};;, ときに， 50---60%

に達する。!支丘堆積物も合せた採掘対象のヂ均着磁率は， 27 .4 %になっている。全体

的にみて，この砂鉄鉱床は，喋の多いのが特徴となっている。とくに， 上部の段丘堆

積物は，拳大より人頭大の喋を，ひじように多くふくんでいる。下部の日の浜層でも，

含有率は， 7---15 ，%となっている。このため，選鉱の前処理として， r訟喋が問題にな

っている。また，この砂鉄鉱床の北部地区では， 20---303~ の砂岩状の部分があり，こ

の処理についても，今後の問題になっている。

精鉱生産量は，約 10 ， 000 tj 月で，精鋭、品位は， Fe59.2---59.3;>,:;', Ti028.3---8.5

ガである。これらの精鉱は， トラッグで，恵山山背 rfLJ 漁港および函館 Ijl 央埠頭に運搬

され，ここから，船で，住友金属和歌山製鉄所に送られている。

XI.4ｷ4大昭日の浜鉱山(大昭産業株式会社)

昭和 34---35 年頃，約 20 ， 000 t ていど採掘されているが，表層が 6---8m と厚く，か
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つ，巨喋が多く，また，鉱石が硬く， 1 日の処理量が少なかったため，まもなく休山

した。

砂鉄鉱床は，北工古武井鉱山と同じく，日の浜層中に匪胎されているもので，厚さ

は， 4.........6m，着磁率は，平均 24.........25 %となっている。 この鉱山付近には，坑道がみ

られ，坑内では，約 70cm の厚さをもっ縞状砂鉄層が， N45ー E ・ 5°NW の走向・傾

斜でみられる。この砂鉄層の下部は，褐色に汚染された喋まじりの火山灰質組粒砂層

で，レンズ状に，細喋層を爽在している。なお，この砂鉄鉱床は，大部分が，採掘ず

みで，残鉱は， 30 ,000 t ていどといわれる。

XI.4ｷ5東光自の浜鉱山

大昭日の浜鉱山の北東方約 500m のところにあり，昭和 42 年 5 月から露天の剥土

と選鉱場の建設をはじめている。この砂鉄鉱床も，北工古武井鉱山と同じく，日の浜

層中に匪胎されている。

XI.5 石灰石および大理石

尻岸内川中流地域に分布する先第三紀の戸井層中には，大小の石灰石岩体が介在さ

れている。このうち，比較的大きな岩体は，尻岸内川流域の盤ノ沢入口付近から堤ノ

沢入口付近にかけてと，喜四郎沢下流にみられる。また，小さな石灰石岩体は，この

周辺に，多数みられる。

尻岸内川中流のものは，堤ノ沢から中小屋沢にかけては，良質の石灰石であるが，

それから東方へ，盤の沢にかけては，扮岩類の遊入によって，結品質になり，大理石

化している。石灰石の部分は，走向延長約 360m，傾斜延長約 80m が確認され，上限

および東側延長は，さらに広がる可能性がある。なお，厚さは，確認されていないが，

周囲の状況から， 30m 以上におよぶものと推定されている。鉱量は，概算で 484 万 t

と算定されている。この訂版石は一般に ， Jt~色・撤密なものであるが，一部，結品質

のところもある。品位は， CaO50.62.........53.32%, MgO2.41~;;， FeZ03+Alz030.37

.........1.77%, Pz050.032.........0.04;?~， SiOz0.3.........1.37%である。大理石の部分は ， J屯向延

長約 320m ，傾斜延長約 80m が確認され，上限および西側延長は， さらに広がる可

能性がある。なお，厚さは，石灰石の部分と同じく 30m 以上におよぶものと推定さ

れる。鉱量は，概算で 210 万 t と算定されている。 この大理石は，灰色~灰白色のも

のもあるが，一般に，灰黒色~黒色で，白色の縞模様のあるものと，縞模様のまった

くみとめられない漆黒の轍密なものとがあり，漆黒のものは，日本でも珍しいものと
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いわれ，装飾用建材として各方面から引き合があるとのことである。品位は，石灰石

の部分とそうかわりはなく， CaO48.51.-52.93%, Si020 .4 0.-6.0~;; である O

これら石灰石および大理石の利用については，石灰石はほとんどすべての用途に適

するが，結品質の部分は，鉄鋼用および製糖用には不向きで，炭カル肥料および製紙

用として開発することが適当と考えられている。大理石は，昭和 39 年 10 月から函館

大理石工業株式会社が，すでに企業化し，現在，尻岸内に工場が建設され，恵山石の

名称で， T芸品として，花び、ん・置台・灰皿などを製作し，販売をはじめている。!生

産量は， I: 芸用品 750 筒/月で， I玄j館山内のデパート， 鉄道弘済会などを通じて販売

されている。このほか，テラゾー原料として， 100t/ 月ていどの It!雫も計!両している。

再四郎沢下流の石灰石特休も，品質的には，尻岸内川中流のものと同じであるが，

岩休の規模については，まだ，はっきりされていない。当所で行なった分析結果は，

つぎのとおりである。

CaC03 CaO Si02 MgO F~03 Ah03 Igｷloss Total
(%) (;?~) (;:;;) (%) (;:;;) (~~) (%) (形)

暗灰色なもの 98.21 55.03 0.15 0.46 0.18 0.07 43.89 99.78

黒色なもの 95.98 53.78 1.78 0.65 0.30 0.47 42.70 99.68

XI.6 ゼオライト

試
主
小
・

古武井川下流および尻岸内川下流に分布する流紋岩質緑色凝灰岩には，ゼオライト

がふくまれている。ゼオライトは，つねに， α クリストパル石と共生しているが，尻

岸内川下流のものは，モルデンフツ石を主体とし，クリノフ。チロルフツ石をともない，

古武井川下流のものは， クリノプチロルフツ石を主体とし，モルデンフツ石をともな

っている。古武井川下流の道路切割から採取した試料の塩基交換容量 (CEC) は， 95.7

me/100g である。

XI.7 ヵオリン

この閃!隔地域の北に隣接する尾札部図幅地域の押野鉱山周辺には，硫黄鉱床の変質

帯として，カオリン(カオリナイトーハロイサイト)が多く坐成されているが，この

ような変質は，古武井III上流一市にもよくみられる。しかし，石英・そンモリロナイ

ト・硫化鉄鉱などをともなうことが多く，カオリンだけがまとまった部分は，まだ，

みつかっていない。

また，恵III 火 III の火 ~1 原にある恵山温泉付近に，硫化鉄鉱・ α クリストパル石・石

英などをともなったハロイサイト質の青色~灰白色粘土がみられるが，その規模は，
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明らかでない。

XI. 8 珪石

恵山鉱山の硫黄鉱床にともなう白色の珪質岩で，おもに， 2 号鉱床の周辺に賦存さ

れている。かつて，北海道ソーダ株式会社幌別工場に， 50t/ 月ていど試験的に出され

た。この珪石は，おもに，石英・ α クリストパル石・鱗珪石などからなるが，フィル

ム状に明磐石や，硬石膏の共生している乙ともあり，また，硫黄の付着していること

もある。品質は， T.Si0295 弘可溶性 Si0285........90 %である。

XI.9 珪藻土

珪藻土として，古くからしられているのは，古武井の山背泊漁港裏の崖に露出して

いるものであるが，このほか，戸井付近，椴法華村矢尻川支流の冷水沢下流にもしら

れている。冷水沢下流のものは，いく分，砂質で，磨き粉として利用されたことがあ

るという。

山背泊漁港裏の尾に露出しているものは，パンペリーによって，文久年間に発見さ

れ，その後，明治 22 年に，神保小虎も報告を行なっている。この珪藻土は，古武井層

上部の泥質凝灰岩中にあるもので，下部は，凝灰岩をへて，灰色硬質頁岩になってい

る O 走向は，ほぼ， N50ーW をしめし，北東方に， 40° の傾斜をなしている。露出部

分は，延長 50m ，厚さ 5---6 m 以上である。質は，淡褐色~淡灰色を帯びている部分

もあるが，一般に，黄白色で，きわめて軽い，軟質のものである。乾燥脱水すると，

灰白色になる。珪藻の種類は ， Cocconeis, Coscinodiscus, Epithemia, Eunotia, Steｭ

ρhanodiscus ， Synedra などで，このほか，海綿の針状骨略をふくんでいる。乙の珪藻

土の分析結果は，つぎのとおりである。

Si02 82.70%

Ah03 1.89;;';

Fe203 2.20 タ五

CaO 0.86 タJ

MgO no

Na20 0.16 ガ

K20 tr.

Ig.loss 12.67%

(河II!鳥千尋)
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XI. IO 石材

日浦岬からサンタロナカセ岬にかけての海岸には，柱状節理の発達したプロピライ

ト質の石英安山岩が届出し，数カ所で保行が行なわれている。 堅硬・轍密な良質なも

のが，量的に豊富で，道路用砕石・築港玉事・建築て事などに使用されている。この

ほか，尻岸内川下流の荒砥付近の先第三紀の圧砕砂岩や，尻岸内川および古武井川下

流の川砂利も，道路用敷石として採取されているO また，唐川沢上流に分布する古武

井層の砂岩と砂質頁岩が，砥石として使用されたことがあるといわれる。

XI. ll 温泉

温泉は，第四紀の恵山火山を熱源とするもので，恵山火山一借に分布している。泉

質は多様で，山頂火口原付近のものは，現在の硫気活動に関係する硫黄泉~硫黄質鉄

泉で，山麓地帯のものは，炭酸泉~単純泉である。泉温は， 30°，......52°C である。

、
i
l
H
u
h
-

十
| t宅山岬

?里山高原ホテW_

必原田温泉

草野漣』侠

F里、山

0 反主? 1000m

第 25 図恵、 ~lj 火山周辺温泉分布図
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このほか，喜四郎沢の白銀鉱山付近に，先第三紀の粘板岩中の割目から湧出してい

る単純泉がみられる。この単純泉は， !I I岸に 3 ヵ所みられ， 18°.......23°C の微温泉とな

ってし、る。

Fe++ 十 Fe+++ 71mg/l

XI. ll.l 恵山温泉

恵山火山の小地獄といわれる爆裂火口の北西端にあって，火山岩屑の中から湧出し

ている。代表的な地獄型組泉の一つで，泉温は， 52°C である。泉質は，硫黄泉~硫黄

質鉄泉に属し，つぎのとおりである。

pH 2.0

蒸発残留物 7 ,452mg/l

K+ 7mg/l

Na+ 54mg/l Al+++ 773mg/l

923mg/l

4 ,694mg/l

Cl-

50 4一一

Ca++ 241mg/l

Mg++ 43mg/l

Mn++ 3.19mg/l

明治から昭和の初期にかけては，温泉旅館もあったが，現在はなく，中腹の原田温

泉および恵山高原ホテルに引湯されている。原田温泉ではヲ i湯によって，泉温は， 40°

C 前後に低下している。

XI.llｷ2 石田温泉(旧磯谷温泉)

恵山火山の南麓御崎部落にある。温泉は， 海岸の海面より 25m ほど高い位置と，

海面に近いところの 2 ヵ所から湧出し山、ずれも，絵紙山火山角喋岩層を母岩としてい

る。泉温は， 41°.......44°C で，無色透明な炭酸泉に属するが，ほとんど単純泉に近い。

湧出口付近には，石灰華が沈澱している。泉質は，つぎのとおりである。

pH 7.2

RpH 7.5

Ca++ 134mg/l

Mg++ 44mg/l

Mn++ tr.

50 4一一 124.5mg/l

HC03- 488mg/l

CO2 11mg/l

Fe++ 十 Fe+++ tr.

Cl- 177.5mg/l

XI.llｷ3 水無温泉
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恵、山火Iii の東山麓の海岸にあって，海浜の岩塊の間から 3 ヵ所にわたって湧出して

いる。泉損は， 47°C であるが，満潮時には海水中に没し，これより泉温が低く， 30ー

，-.- 35°C となっている。泉質は単純泉に属し，現在，地元住民の入浴に利用され，露天

風呂になっている。最近乙の付近で，ボーリングが行なわれ，新しい泉院;が得られ，

i昆泉ホテルができた。

XIｷ11ｷ4恵山火山北側の温泉

忠III 火 II 原から )cf-]へぬける牧 III道路および椴法草市街にぬけるな山道路ぞいに，

現在の疏気活動にともなう杭黄泉が各所にみられるのり·~ilulは 30°C ていどのものであ

る。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

ESAN

(Sapporo-87)

By

TetsuoFujiwara

MoriakiKδnoya

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Theareaofthe“ Esan" sheetmapislocatedattheeastern

endoftheKamedaPeninsulaofsouthwesternHokkaido, facing

theShimokitaPeninsulabeyondtheStraitsofTsugaru.

Topography

Thetopographyoftheareaiscontrolledbythelithologyand

geologicstructure, andcanbedividedintothefollowingdivisions.
1.Highlydissectedmountainlands, composedofthepre-Teｭ
rtiaryformations.

2.MountainlandscomposedoftheNeogeneformationsand

igneousrocks.

3.YoungervolcanoesoftheQuaternary.

4.Alluvialplainsandterracesdevelopedalongtheriversand

theseashores.

Geology

Geologicallythesurveyedareabelongstothegreentu 百 regi­

ons, developedinthenortheasternJapanandHokkaido, andis
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composedofthevolcanicdepositsandigneousrocksoftheNeoｭ

gene. ThebasementsoftheNeogeneformationsconsistofpreｭ

Tertiaryformations , mainlycomposedofslatesandgreywackes
andaredistributedintwopartsinthewesternhalfofthisarea.

QuaternaryvolcanicejectaanddepositsoftheNasuvolcaniczone

aredistributedintheeasternpartofthearea. Thisgeologic

structureisverysimilartothatoftheShimokitaPeninsulabeyoｭ

ndtheStraitsofTsugaru.

ThebasementofthisareaiscomposedoftheToiFormation

ofunknowngeologicage. Thoughtheformationhassometimes

beenconsideredasPaleozoicfromlithologicalfeatures , fossileviｭ

denceforthishasnotyetbeenfound. Fossilsregardedas]uｭ

rassicorlowerCretaceousin age, however, haverecentlybeen

foundinthelimestoneoftheso-called “ Paleozoic" formations

atShiriya, ShimokitaPeninsulaandthereforeitmaybepossible
thatsomepartsoftheToiFormationarealsoactuallyMesozoic

IIIage.

Theseolderformationsaredirectlycoveredunconformably

bytheKobuiFormation, composedofmudstoneandhardshale

oftheMiocene, accompaniedbythebasalconglomerate. Green

tu 百s arealsointercalatedinthisformation , whileintheupper

partsitbecomesricherinpumiceous tu 旺s ， aswllas siltstones,
tu百aceous sandstones, andsilty tu 百s. Theformationgrades

conformablyintotheEgamiyamaVolcanicBreccia Formation,

sometimeswithintherfingeringrelation. Thegreen tu 妊s are

distributedonlylocally, associatedwiththerhyoliteeruptedalong

thetectoniclinesintheNE-SWdirection. Besidesigneousro ・

cksvaryingfrommafictofelsiccompositionarefrequentlypreｭ

sentintheKobuiFormation, asintrusivebodiessuchassheets,

laccolithsordykes, andase百usive bodiesoflavaflows. These

igneousrockswereintrudedorerupted, alwayscontrolledbythe

NE-SWtectoniclines, andtheassociatedmineralizationisalso
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restrictedalongthesedirections.

TheEgamiyamaVolcanicBrecciaFormationismainlycomｭ

posedoftheandesiticpyroclasticdeposits, andisaccompanied

bydisseminationofpyriteoralterationtoclays. Theformation

isconsideredtobethelateMiocenefromlithologicalfeatures

andthestratigraphicsequence.

TheQuaternaryformationsconsistoftheHinohamaFormaｭ

tion , YamasedomariFormation, MaruyamaVolcanics, terracedeｭ

posits, EsanVolcanics, talusdeposits, sanddunedeposits, fluvial

depositsandbeachdepositsintheascendingorder.

TheHinohamaFormationcomposedofsandandgravelbeds,

includingabundantplacerironores, isslightlytiltedwithdipsof

about10ー showinggentlewavystructure. Thoughitsgeologic

ageisnotdefinite, itmaybepriortotheRiss-Wtirminterglacial

period, probablylowermiddlePleistocene, sincetheformationis

cutbytheterraceplanes, about20.......40m inheight.

TheYamasedomariFormationismainlycomposedofandeｭ

siticvolcanicejecta, associatedinitslowerhorizonwithlayers

ofplacerironorescharacteristicallycoveredbywoodenfragmeｭ

nts, whereaspumiceoustu 百s aredevelopedinitsupperhorizon.

Thoughthisformationislithologically di 百eren tfromthe Hino ・

hamaFormation , thecharacteristicfeaturesofthelowerparts

maysuggestthatthetwoformationsactuallyrepresentdi 百erent

faciesduetothelateralvariation. TheMaruyamavolcanicsare

composedmainlyofquartz-bearingaugitehyperstheneandesite

lavasandtheirvolcanicbreccias. Theywereprobablyerupted

simultaneouslywiththedepositionoftheYamasedomariFormaｭ

tion.

Themarineterracedepositsarerestrictedonlytothesea

shores, andareabsentfromtheplaneshigherthan20m inaltiｭ

tude. Thesehigherterracesrepresenterosionsurfaces, onwhiｭ

chpumicefallsandloamsprobablyderivedfromEsanVolcano
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weredepositedtoformextensive 臼at planes.

TheEsanVolcanicsarecomposedmainlyoflavasandvarious

ejecta. Theyaremostlyquartzphenocryst-bearinghypersthene

augiteandesitesordacites, exceptthesommalavasandlower

pyroclasticdeposits. Thetalusdepositsareextensivelydistribuｭ

tedaroundEsanVolcano, andthesanddunedepositsarepresent

alongthebeachesneartheestuariesofKobuiandShirikishinai

Rivers. Thefluvialdepositsandbeachdepositsaredistributed

onlyinsmallareasalongtheriversorseashores.

EconomicGeology

Theareaofthissheetmapisoneofthemetalliferousdisｭ

trictsoftheKameda peninsula, andisrichinvariousmineral
depositsformedduringpre-TertiarytoQuaternaryages. For

example, limestoneandmarbleofpre-Tertiaryage, Neogenedepoｭ

sitsofgold, silver, copper, lead, zinc, ironsulfides, antimony, diaｭ

tom earth, and zeolite, and Quaternary deposits of placer
iron ores, limonite, sulfur, arsenic, silica, gypsumandkaolin

canbementioned. Inadditiontheareaisalsorichinhot

springs. Numeroussulfurandsulfurironspringsrelatedtothe

presentsolfataricactivityandsomecarbonateorsimplesprings

withoutanydirectrelationtosolfataraissuefrommanyplaces

aroundEsanVolcano. Theirtemperaturesrangefrom30ーto52ーC.
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